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第１章 個別施設計画の背景・目的等 

１ 計画の背景 

本町では、人口の増加や住民ニーズなどに応じて、多くの公共施設（庁舎、学校等の公

共建築物）や、道路、橋梁、上下水道等のインフラ施設などを整備し、行政サービスの提

供、住民生活の基盤整備等に取り組んできました。 

しかし、これらが時間の経過とともに徐々に老朽化し、近い将来一斉に改修、更新時期

を迎え、今後の維持管理、更新等には膨大な経費が必要になると予測されます。 

一方、財政面では人口減少による町税収入の減少、少子高齢化に伴う義務的経費の増大

などによる財政状況の悪化、公共施設に対する住民ニーズの変化など、社会環境は大きく

変化してきております。 

国においても公共施設の老朽化対策を喫緊の課題と位置づけ、平成 25 年 11 月に「イン

フラ長寿命化基本計画」を定め、平成 26年 4月に「公共施設等総合管理計画」の策定を要

請しました。 

このため本町では、社会環境が変化する中で公共施設の安全性や機能性を確保しつつ、

長期的に適切に管理しトータルコストの縮減を図り、効率的で効果的な運営管理を図るた

めに「小海町公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）」を平成 27年 3月

に策定しました。 

総合管理計画で掲げた目標や方針を実現するためには、個別施設ごとに公共施設の現状

を把握し、長期的な視点で利活用の促進や統廃合の方向性、及び長寿命化 *1・更新等の方

針・計画を検討することが求められています。 

 

２ 計画の目的 

個別施設計画（以下「本計画」という。）は、総合管理計画の目標や方針を実現するため

に、個別施設ごとに中長期的な視点をもって、利活用の促進や統廃合・長寿命化等の計画

を具体的に定めることにより、ライフサイクルコスト *2の縮減及び財政負担の平準化を図

ることを目的とします。 

総合管理計画に掲げる基本方針や本計画の対応方針を通じて、町民や利用者の方々に安

全安心で質の高い施設サービスを提供するとともに、持続可能な財政運営を目指していき

ます。  

 

*1長寿命化：計画的な保全（修繕や改修）を実施することにより、建物の構造的・機能的な寿命を延ばすこと。 
*2ライフサイクルコスト：建物の建設・建築費だけでなく、維持管理、運営、修繕、解体までの事業全体にわたり必

要な総費用のこと。 
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３ 計画の位置づけ 

国において公共施設等 *3 の老朽化対策として決定された「インフラ長寿命化基本計画」

に基づいて策定した総合管理計画の基本的な方針に従って、公共施設等の維持管理・更新

等を着実に推進するための取組方策を明らかにする「行動計画」の策定が地方公共団体に

求められています。 

この「行動計画」に基づき、施設ごとの具体的な対応方針を定める「個別施設計画」を

策定するものです。 

 

◆図表 1-1 本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

  

 

*3公共施設等：公共施設、公用施設その他の小海町が所有する建築物その他の工作物をいう。 

国

インフラ

長寿命化

基本計画
公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画

（行動計画）

小海町

個別施設計画
（公共施設）

小 海 町 長 期 振 興 計 画

個別施設計画
（学校施設）

町
の
関
連
計
画
等

個別施設計画
（各種インフラ）
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No. 大分類 中分類 施設名 施設建物名

1 文化系施設 集会施設 馬流多目的研修集会施設 馬流多目的研修集会施設

2 八那池公民館 八那池公民館

3 鎰掛公民館 鎰掛公民館

4 本間公民館 本間公民館

5 本村公民館 本村公民館

6 二タ小池集会施設 二タ小池集会施設

7 本間川公民館 集会施設1

8 大畑公民館 集会施設1

9 卒道公民館 卒道公民館

10 川平公民館 川平公民館

11 宿渡公民館 宿渡公民館

12 小海原公民館 小海原公民館

13 芦谷公民館 芦谷公民館

14 溝ノ原集会施設 溝ノ原集会施設

15 国際交流センター（松原集会施設） 国際交流センター（松原集会施設）

16 笠原多目的集会施設 集会所・会議室1

17 親川多目的集会施設 親川多目的集会施設

18 中村公民館(中村生活改善センター) 中村公民館(中村生活改善センター)

19 東馬流公民館 東馬流公民館

20 土村集会施設 土村集会施設

第２章 個別施設計画の対象施設、計画期間 

１ 対象施設 

本計画では公共施設等のうち公共施設（公共建築物）を対象とします。（道路、橋梁、上

下水道等のインフラ施設は対象外とします。） 

公共施設の対象範囲は、別途長寿命化計画を有する施設（小学校、町営住宅）、取壊し予

定の施設は対象外とします。 

令和 2（2020）年 3 月現在での町有公共施設総量は、延床面積が 54,276.40 ㎡（134 棟）

うち、本計画で扱う対象は 38,445.94 ㎡（106 棟）であり、延床面積全体の約 71％にあた

ります。 

本計画の対象とする公共施設を図表 2-1に示します。 

 

◆図表 2-1-1 対象施設一覧 
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No. 大分類 中分類 施設名 施設建物名

21 文化系施設 集会施設 箕輪集会場 箕輪集会場

22 稲子農事集会所 稲子農事集会所

23 芦平集会施設 芦平集会施設

24 宮下集会場 宮下集会場

25 杉尾集会施設 杉尾集会施設

26 大州集会施設 大州集会施設

27 五箇特産品加工施設 五箇特産品加工施設

92 旧五箇冬期分室 旧五箇冬期分室

28 文化施設 小海町総合センター 総合センター

29 小海町総合センター 陶芸小屋

30 音楽堂「ヤルヴィホール」 音楽堂「ヤルヴィホール」

31 親沢の人形三番叟の舞台 親沢の人形三番叟の舞台

32 北牧楽集館 校舎

33 北牧楽集館 体育館

34 北牧楽集館 倉庫・物置

35 社会教育系施設 博物館等 小海町高原美術館 小海町高原美術館

36
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
系施設

スポーツ施設 小海町総合センター 屋内ゲートボール場

37 親沢区屋内ゲートボール場 親沢区屋内ゲートボール場

38 松原湖高原スケートセンター　 管理棟

39 松原湖高原スケートセンター　 テントハウス

40 松原湖高原スケートセンター　 機械棟

41 松原湖高原スケートセンター　 記録棟

42 松原湖高原スケートセンター　 トレーニング棟

43
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観
光施設

松原高原コテージ１０棟 松原高原コテージ１０棟

44 牧場管理棟 牧場管理棟

45 松原高原キャンプ場 センター棟

46 松原高原キャンプ場 ゴミ置場、水場、トイレ

47 松原高原キャンプ場 ゴミ置場、水場、トイレ

48 松原高原キャンプ場 ゴミ置場、水場、トイレ

49 松原高原バーべキューハウス等 バーベキューハウス

50 松原高原バーべキューハウス等 パターゴルフ倉庫

51 保養施設 北八ヶ岳松原湖温泉　八峰の湯 北八ヶ岳松原湖温泉　八峰の湯

52 産業系施設 産業系施設 観光交流拠点センター 観光交流拠点センター

 

◆図表 2-1-2 対象施設一覧 
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No. 大分類 中分類 施設名 施設建物名

53 子育て支援施設
幼稚園・保育園・こ
ども園

小海保育園 園舎1

54 小海保育園 園舎2

56 幼児・児童施設 小海なかよし児童館 小海なかよし児童館

57 保健・福祉施設 高齢福祉施設 やすらぎ園 高齢者福祉施設

58 やすらぎの家 老人福祉住宅

59 地域包括支援センター 地域包括支援センター

60 憩いの広場「よってけや」 憩いの広場「よってけや」

108 宅老所なごみ 宅老所なごみ

61 障害福祉施設 地域活動支援センター　ひまわり 地域活動支援センター　ひまわり

62 保健施設 保健センター 保健センター

63 行政系施設 庁舎等 小海町役場 庁舎

64 小海町役場 役場　ゴミステーション・倉庫・車庫

65 小海町役場 多目的広場　東屋

66 消防施設 第３分団八那池班詰所 第３分団八那池班詰所

67 第１分団詰所 第１分団詰所

68 第２分団詰所 第２分団詰所

69 第２分団鎰掛班詰所 第２分団鎰掛班詰所

70 第３分団稲子班詰所 第３分団稲子班詰所

71 第４分団詰所 第４分団詰所

72 第５分団詰所 第５分団詰所

73 第６分団三区班詰所 第６分団三区班詰所

74 第１分団東馬流班詰所 第１分団東馬流班詰所

75 第６分団詰所（川平器具格納庫） 第６分団詰所（川平器具格納庫）

109 南部消防署 南部消防署

76 その他行政施設 小海町防災倉庫 八那池農業集落排水処理場

77 公園 公園 交流公園東屋（長湖畔） 交流公園東屋（長湖畔）

78 水辺公園東屋 水辺公園東屋

79 公衆便所（水辺公園） 公衆便所（水辺公園）

80 松原総合グラウンド公衆用トイレ 松原総合グラウンド公衆用トイレ

81 松原総合グラウンド東屋A棟 松原総合グラウンド東屋A棟

82 松原総合グラウンド東屋B棟 松原総合グラウンド東屋B棟

83 北牧楽集館グラウンド用東屋 北牧楽集館グラウンド用東屋

84 総合センターゲートボール場トイレ 総合センターゲートボール場トイレ

 

◆図表 2-1-3 対象施設一覧 
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No. 大分類 中分類 施設名 施設建物名

85 供給処理施設 供給処理施設 草刈久保ゴミストックヤード 草刈久保ゴミストックヤード

86 その他 その他 小海町農産物加工直売所 小海町農産物加工直売所

87 小海駅ふれあいロビー・センターホール ロビー・センターホール

88 旧松原保育園 旧松原保育園

89 旧たかね保育園 倉庫・その他1

90 旧たかね保育園 倉庫・その他2

91 親沢診療所跡（望岳荘） 親沢診療所跡（望岳荘）

95 からまつ林業センター 公衆便所

96 芳の窪工場団地 旧千曲電子1

97 芳の窪工場団地 旧千曲電子2

98 公衆便所（松原町町営駐車場） 公衆便所（松原町町営駐車場）

99 公衆便所（神様の厠） 公衆便所（神様の厠）

100 公衆便所（稲子湯） 公衆便所（稲子湯）

101 温泉配湯槽施設 温泉配湯槽施設

102 温泉減圧槽 温泉減圧槽

103 温泉沈殿槽 温泉沈殿槽

104 松原祭事用倉庫 松原農業集落排水処理場

105 旧衛生センター車庫棟 旧衛生センター車庫棟

106 JR松原湖公衆用トイレ JR松原湖公衆用トイレ

107 東馬流集会施設横公衆トイレ 東馬流集会施設横公衆トイレ

 

◆図表 2-1-4 対象施設一覧 
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２ 計画期間 

本計画の計画期間は、上位・関連計画である「小海町長期振興計画」、「小海町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」や「総合管理計画」などと連動しながら、概ね向こう 10年間（令

和 2（2020）年度～令和 11（2029）年度）を対象期間とします。令和 11（2029）年度は、

10年間を基本的な計画期間とする「第６次小海町長期振興計画」の最終年度にあたること

から、本計画においても令和 11（2029）年度を計画の目安として設定しました。 

ただし、この期間内でも人口の変化、社会経済情勢、国の補助制度などの動向により、

柔軟に計画を見直すこととします。 

なお、コスト試算期間は計画上のゆとりをもたせて 40年とします。 
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第３章 個別施設計画を取り巻く現状と課題 

１ 本町における人口の動向 

（１）人口・世帯数の推移 

国勢調査による本町の人口・世帯数の推移をみると、人口は継続的な減少傾向にあり、

昭和 40年の人口は 8,489人でしたが、平成 27年には 4,713人となり、50年間で 3,776人、

約 44％減少しています。 

世帯数は、昭和 40 年の 1,921 世帯に対し、平成 27 年は 1,873 世帯と、ほぼ横ばい状態

が続いています。 

また、1世帯あたりの人員は、昭和 40年の 4.40 人から年々減少し、平成 27年には 2.50

人となっており、小世帯化の進行が窺えます。 

 

◆図表 3-1 人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｓ40年 Ｓ45年 Ｓ50年 Ｓ55年 Ｓ60年 Ｈ2年 Ｈ7年 Ｈ12年 Ｈ17年 Ｈ22年 Ｈ27年

(1965) (1970) (1975) (1980) (1985) (1990) (1995) (2000) (2005) (2010) (2015)

人口 (人） 8,489 7,636 7,279 7,004 6,831 6,630 6,434 5,961 5,663 5,180 4,713

世帯数 （世帯） 1,921 1,859 1,868 1,846 1,848 1,871 1,885 1,908 1,921 1,843 1,873

1世帯当たり人員 (人） 4.40 4.10 3.90 3.80 3.70 3.50 3.40 3.10 2.90 2.80 2.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

１
世
帯
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り
の
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員(

人)

人
口(
人) 

・
世
帯
数
（世
帯
）

人口 (人）

世帯数 （世帯）

資料：国勢調査 
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（２）地域別人口の推移 

国勢調査による平成 7年から 20 年間の地域別の人口をみると、各地域とも減少傾向にあ

り、そのうち 20年間で減少率が最も高いのは大字小海で、平成 7年の 2,977人から平成 27

年の 2,069人で 30.5％、最も低いのは大字千代里で平成 7年の 859人から平成 27年の 704

人で 18.0％となっています。 

 

◆図表 3-2 地域別人口の推移（国勢調査） 

 

 

 

 

 

  

大字千代里 大字豊里 大字稲子 大字小海 大字東馬流

平成7年

(1995)
859 1,914 322 2,977 362

平成12年

(2000)
790 1,790 303 2,740 338

平成17年

(2005)
799 1,712 277 2,556 319

平成22年

(2010)
768 1,552 255 2,320 285

平成27年

(2015)
704 1,429 250 2,069 261

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（人）

資料：国勢調査 



小海町公共施設個別施設計画 

10 

 

（３）将来人口 

国立社会保障・人口問題研究所の『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計）

による、本町の令和 27 年の総人口は 2,366 人で、平成 27 年に対し 2,347 人（49.8％）減

少することが予想されています。年齢階層別にみると、各年齢層とも減少する結果となっ

ており、年少人口（0～14歳）は 294人（66.4％）、生産年齢人口（15～64歳）は 1,497人

（61.6％）、老年人口（65歳以上）は 556人（30.2％）減少することが見込まれています。 

人口構成比では、令和 27年の割合は年少人口が 6.3％、生産年齢人口が 39.4％、老年人

口が 54.3％で、平成 27 年の割合に比べ年少人口と生産年齢人口が減少、老年人口が増加

となっており、平成 27年の生産年齢人口：老年人口が 1：0.8、令和 27年で 1：1.4と 1人

で高齢者を支えている比率が高くなっていくことが想定されます。 

一方、小海町まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」の将来展望人口では、合計特殊出

生率の向上、転入者数増加、転出者数減少に取り組み、高齢化率を改善しながら、令和 27

年の総人口を 2,700人以上と設定しています。 

 

◆図表 3-3 年齢階層別人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-4 生産年齢人口の推計 

 

 

 

 

 

  

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』 

年齢階層
平成22年

(2010)
平成27年

(2015)
令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

令和22年
（2040）

令和27年
（2045）

H27～R12年

の人口

増  減  率

H27～R27年

の人口

増  減  率

総数（人） 5,180 4,713 4,254 3,820 3,422 3,051 2,703 2,366 -27.4% -49.8%

年少人口（0～14歳） 553 443 355 294 246 210 178 149 -44.5% -66.4%

生産年齢 人口（15～64歳） 2,794 2,429 2,071 1,801 1,542 1,290 1,103 932 -36.5% -61.6%

老年人口（65歳以上） 1,833 1,841 1,828 1,725 1,634 1,551 1,422 1,285 -11.2% -30.2%

比率(生産年齢：老年人口)  1：0.7  1：0.8  1：0.9  1：1  1：1.1  1：1.2  1：1.3  1：1.4 - -

年齢階層：構成比 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 増  減  率 増  減  率

年少人口（0～14歳） 10.7% 9.4% 8.3% 7.7% 7.2% 6.9% 6.6% 6.3% -23.5% -33.0%

生産年齢 人口（15～64歳） 53.9% 51.5% 48.7% 47.1% 45.1% 42.3% 40.8% 39.4% -12.6% -23.6%

老年人口（65歳以上） 35.4% 39.1% 43.0% 45.2% 47.7% 50.8% 52.6% 54.3% 22.2% 39.0%
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令和 27（2045）年：2,７０0 人以上 と設定します。 

 

●小海町の人口の将来展望 

小海町人口ビジョンの目標値 
 

 

◆図表 3-5 将来展望人口と推計人口の比較（人口ビジョン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-6 将来展望人口（町独自＋政策誘導 +出生率向上 ）の年齢３区分人口（下段割合） 

区 分 
平成 27 年 
（2015） 

令和 2 年 
（2020） 

令和 7 年 
（2025） 

令和 12 年 
（2030） 

令和 17 年 
（2035） 

令和 22 年 
（2040） 

令和 27 年 
（2045） 

年少人口 
443 

(9.4％) 
366 

(8.6％) 
344 

(8.8％) 
334 

(9.3％) 
324 

(9.8％) 
293 

(9.7％) 
263 

(9.6％) 

生産年齢人口 
2,429 

(51.5％) 
2,082 

(48.7％) 
1,850 

(47.2％) 
1,626 

(45.1％) 
1,419 

(42.9％) 
1,293 

(42.8％) 
1,174 

(42.9％) 

老年人口 
1,841 

(39.1％) 
1,826 

(42.7％) 
1,725 

(44.0％) 
1,641 

(45.6％) 
1,562 

(47.3％) 
1,434 

(47.5％) 
1,300 

(47.5％) 

資料：人口ビジョン 

自然増減：令和 7（2025）年まで出生数維持のために、必要な合計特殊出生率を 1.8 と
して、1.8 を令和 27（2045）年まで維持します。 

 
社会増減：令和 7（2025）年以降、５年ごとで転入人口 15 人、転出抑制人口 17 人政

策誘導により、転出人口を縮小し人口の増加に努めるとともに、移住定住
施策による移住者数 10 名（5 年間累計）を確保します。 

将来展望人口 

推 計 人
 

合計特殊出生率
の維持、社会増減

の政策誘導によ
り人口は増加 

出生率の 

向上維持 

社会増減の 

政策誘導 
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大 分 類 中 分 類 施設数 延床面積(㎡) 構成比

集会施設 28 6,921.03 18.0%

文化施設 7 7,487.88 19.5%

社会教育系施設 博物館等 1 1,583.22 4.1%

スポーツ施設 7 3,061.66 8.0%

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観光施設 8 997.27 2.6%

保養施設 1 1,561.40 4.1%

産業系施設 産業系施設 1 199.43 0.5%

幼稚園・保育園・こども園 2 1,845.96 4.8%

幼児・児童施設 1 325.72 0.8%

高齢福祉施設 5 2,898.61 7.5%

障害福祉施設 1 262.51 0.7%

保健施設 1 276.50 0.7%

庁舎等 3 4,364.20 11.4%

消防施設 11 2,258.83 5.9%

その他行政施設 1 317.52 0.8%

公園 公園 8 228.06 0.6%

供給処理施設 供給処理施設 1 68.04 0.2%

その他 その他 19 3,788.10 9.9%

106 38,445.94 100.0%

保健・福祉施設

行政系施設

合 計

文化系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系
施設

子育て支援施設

 

２ 施設の保有状況 

（１）施設用途別の延床面積 

本計画対象の公共施設の延床面積総量は、38,445.94 ㎡（106 棟）であり、その内訳は、

文化系施設（集会施設 18.0％、文化施設 19.5％）が 37.5％と最も多く、次いで行政系施設

（庁舎等 11.4％、消防施設 5.9％、その他行政施設 0.8％）の 18.1％、ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系

施設（ｽﾎﾟｰﾂ施設 8.0％、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観光施設 2.6％、保養施設 4.1％）の 14.7％、の

順となっており、この 3分類で全体の約 7割を占めています。 

築年数をみると（図表 3-8）、築年数が 20～29年の建物が最も多く延床面積が 18,495.46

㎡で、全面積の 48.1％を占めています。築年数 30 年以上の建物は、9,200.16 ㎡で全面積

の 23.9％にあたり、そのうち文化系施設のものが最も多く 6,861.77 ㎡で約 8 割近くを占

めています。築年数が 20～29年の建物でも文化系施設が約 4割を占めており、今後、文化

系施設の大規模改修や建替えが見込まれます。 

 

◆図表 3-7 施設用途別の延床面積 
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築10年未満

2,282.43㎡

5.9%

築10～19年

8,467.89㎡

22.0%

築20～29年

18,495.46㎡

48.1%

築30年以上

9,200.16㎡

23.9%

文化系施

設

社会教育

系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚ

ｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

産業系施

設

子育て支

援施設

保健・福

祉施設

行政系施

設
公園

供給処理

施設
その他

築30年以上 6,861.77㎡ - 1,083.00㎡ - - - - - - 1,255.39㎡

築20～29年 7,547.14㎡ 1,583.22㎡ 2,975.93㎡ - 1,609.40㎡ 2,010.20㎡ 726.80㎡ 35.50㎡ 68.04㎡ 1,939.23㎡

築10～19年 - - 1,561.40㎡ - 562.28㎡ 952.18㎡ 4,809.71㎡ - - 582.32㎡

築10年未満 - - - 199.43㎡ - 475.24㎡ 1,404.04㎡ 192.56㎡ - 11.16㎡

14,408.91㎡

1,583.22㎡

5,620.33㎡

199.43㎡

2,171.68㎡

3,437.62㎡

6,940.55㎡

228.06㎡ 68.04㎡

3,788.10㎡

0㎡

2,000㎡

4,000㎡

6,000㎡

8,000㎡

10,000㎡

12,000㎡

14,000㎡

 

◆図表 3-8 築年数別の延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-9 施設用途別の築年数別延床面積 
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｓ

35

以

前

37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

（㎡）

築20年以上 76棟（72%） 2.8万㎡（72%）

対象建物

106棟

3.8万㎡

（年度）

築30年以上 27棟（25%） 0.9万㎡（24%）

築30年以上

0.7万㎡(17%)

築40年以上

0.2万㎡(5%)
築20年以上

1.8万㎡(48%)

築10年以上

0.8万㎡(22%)
築10年未満

0.2万㎡(6%)

築50年以上

662㎡(1.7%)

新耐震基準（昭和57年以降）

90棟（85%） 3.2万㎡（84%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

16棟（15%） 0.6万㎡（16%）

文化系施設 社会教育系施設 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 産業系施設

子育て支援施設 保健・福祉施設 行政系施設 公園 供給処理施設 その他

 

（２）築年別整備状況 

建築年度別の整備状況は下図に示すとおりで、新耐震基準により建築された建物は、棟

数で全体の 85％（延床面積では 84％）残りの 15％（延床面積では 16％）が昭和 56年以前

の旧耐震基準により建築された建物です。旧耐震基準のうち、小海町総合センター、集会

施設 8 棟の耐震化改修が実施済みで、耐震化が未実施の建物は集会施設 2 棟、牧場管理棟

1棟、旧たかね保育園倉庫 2棟、親沢診療所跡（望岳荘）1棟、旧五箇冬期分室 1棟となっ

ています。 

築年数では、築 20年以上の建物が、棟数、延床面積ともに全体の 70％以上あり、今後大

規模改修など老朽化への対応、耐震性など安全性を高める改修工事など、建物の適切な修

繕や改修が必要になってきます。 

 

◆図表 3-10 築年別整備状況 
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（３）公共施設配置図 

◆図表 3-11 公共施設配置図 
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単位：千円

関連経費区分
平成26年度

（2014）
平成27年度

（2015）
平成28年度

（2016）
平成29年度

（2017）
平成30年度

（2018）
５年平均

施 設 整 備 費 60,740 324,938 231,510 126,037 105,779 169,801

そ の 他
施 設 整 備 費

22,724 57,529 21,922 37,186 4,348 28,742

維 持 修 繕 費 17,106 28,838 25,104 29,832 19,811 24,138

委 託 費 40,518 42,998 42,762 43,796 34,106 40,836

光 熱 水 費 80,001 73,124 65,034 75,822 77,271 74,251

施設関連経費
合 計

221,091 527,428 386,334 312,673 241,315 337,768

221,091

527,428

386,334

312,673

241,315

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

平成26年度

（2014）

平成27年度

（2015）

平成28年度

（2016）

平成29年度

（2017）

平成30年度

（2018）

施設整備費

その他

施設整備費

維持修繕費

委託費

光熱水費

s単位：千円

３ 施設関連経費の推移 

平成 26～30 年度の 5年間の公共施設（小学校、町営住宅を除く）の施設関連経費は、約

221～527 千円で、年平均は約 338 千円となります。なお、平成 27～28 年度の施設整備費

が高いのは、平成 27 年に北牧楽集館改修工事、平成 28 年は小海町総合センター耐震補強

工事、保健センター改修工事、旧町公民館解体工事が主な要因となっています。 

 

◆図表 3-12 施設関連経費の推移表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-13 施設関連経費の推移 

 

 

 

 

 

  



第３章 個別施設計画を取り巻く現状と課題 

 

17 

工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額

1 文化系施設
馬流多目的研
修集会施設

馬流多目的研
修集会施設

耐震改修工事　設
計業務委託料

1,700 耐震補強工事 17,161

耐震改修工事　監
理業務委託

690

2 八那池公民館 八那池公民館
耐震工事　設計業
務委託

1,150
八那池公民館耐震
工事

10,800

耐震工事　施工管
理業務委託

540

和室改装工事 1,000

3 鎰掛公民館 鎰掛公民館
耐震改修工事　設
計業務委託料

1,700 耐震補強工事 13,338
公民館床張替工事
等

862

耐震補強工事　監
理業務委託

500

4 本間公民館 本間公民館
耐震改修工事　設
計業務委託料

1,700 耐震補強工事 9,720

耐震補強工事　監
理業務委託

400

5 本村公民館 本村公民館
耐震補強工事　設
計業務委託料

1,700 耐震補強工事費 7,312
本村公民館バリア
フリー化

1,000

耐震改修工事監理
業務費

350

6
二タ小池集会
施設

二タ小池集会
施設

7 本間川公民館 集会施設1
耐震改修工事　設
計業務委託料

1,000
耐震改修工事　監
理業務

390

耐震補強工事 2,700

8 大畑公民館 集会施設1
Ｈ22トイレ改修工
事

2,646

9 卒道公民館 卒道公民館

10 川平公民館 川平公民館
Ｈ22トイレ改修工
事

3,833

11 宿渡公民館 宿渡公民館
Ｈ22トイレ改修工
事

3,360
公民館カーテン、
倉庫改修ほか

826

12 小海原公民館 小海原公民館

13 芦谷公民館 芦谷公民館
Ｈ22トイレ改修工
事

4,305

14
溝ノ原集会施
設

溝ノ原集会施
設

納屋増築工事 1,000

15
国際交流セン
ター（松原集
会施設）

国際交流セン
ター（松原集
会施設）

ギャラー創（観光
案内所）入り口改
修工事

700
松原集会施設改修
整備

1,000
観光案内所トイレ
洋式化工事　精算

994

16
笠原多目的集
会施設

集会所・会議
室1

耐震改修工事　建
築設計業務

1,200 耐震化工事請負費 8,586

市の沢集会施設取
り壊し

1,000
耐震修繕工事施工
監理委託

600

17
親川多目的集
会施設

親川多目的集
会施設

耐震補強工事　設
計業務委託料

1,700 耐震補強　工事費 3,618

耐震改修工事監理
業務費

280

18
中村公民館(中
村生活改善セ
ンター)

中村公民館(中
村生活改善セ
ンター)

19 東馬流公民館 東馬流公民館

20 土村集会施設 土村集会施設
土村集会施設照明
器具交換

380

21 箕輪集会場 箕輪集会場

22
稲子農事集会
所

稲子農事集会
所

23 芦平集会施設 芦平集会施設

24 宮下集会場 宮下集会場

25 杉尾集会施設 杉尾集会施設

千円単位（税込）

No 大分類 施設名 建物名

修繕履歴 直近5年間の実績

平成30年度建設時～平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

 

◆図表 3-14-1 公共施設修繕等履歴調査表 
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工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額

26 文化系施設 大州集会施設 大州集会施設
大州地区集落支援
事業（公民館床改
修工事）

835

27
五箇特産品加
工施設

五箇特産品加
工施設

92
旧五箇冬期分
室

旧五箇冬期分
室

28
小海町総合セ
ンター

総合センター
Ｈ22調理室給水配
管修繕工事

260
消防設備点検に伴
う危険物看板設置
等

51
耐震工事設計業務
委託

3,888 耐震補強工事 67,457 暖房設備修繕工事 2,786

改修計画概算見積
書作成業務委託料

380 自動ドア点検修理 49
総合センター漏水
修繕

200 給水管修繕工事 2,786 トイレ改修事業 1,210

総合センター消防
設備修繕

1,074
耐震工事　監理業
務委託

1,771

総合センター照明
設備修繕工事

1,250
多目的ホール雨漏
り修繕工事

589

29
小海町総合セ
ンター

陶芸小屋

30
音楽堂「ヤル
ヴィホール」

音楽堂「ヤル
ヴィホール」

Ｈ22タイル修繕工
事

462
音楽堂音響・照明
付帯設備改修工事

340
音楽堂照明設備交
換工事

199
音楽堂屋外ポーチ
タイル貼り替え修
繕費

230
音楽堂トイレ改修
費

900
音楽堂天井照明交
換代、スポットラ
イト修繕

154

音楽堂修繕費 143
音楽堂　排水パイ
プ修繕工事

104
音楽堂外壁等修繕
費

103
音楽堂ポーチタイ
ル張替代金

334

31
親沢の人形三
番叟の舞台

親沢の人形三
番叟の舞台

Ｈ22舞台屋根修繕
工事

1,995

32 北牧楽集館 校舎 改修工事 242,207
消防用ホース交換
費

184 ストーブ修理料金 171
北牧楽集館多目的
ホールカーテン取
付代

114

整備監理業務委託 5,184 ストーブ修繕 170
事務所ストーブ修
理代金

165

展示設計・制作委
託料

9,720
学習支援室ストー
ブ設置

151

グラウンド公園ト
イレ等建設工事設
計

900
旧町公民館解体工
事

41,040

グラウンド公園ト
イレ等建設工事監
理委託

500
旧町公民館解体工
事監理委託業務

450

33 北牧楽集館 体育館
体育館整備設計委
託料

972
体育館改修工事監
理業務委託

320 北牧体育館床修繕 684

体育館改修工事代 14,980
北牧体育館音響設
備修理代

296

プール解体整備工
事

22,734

プール解体整備設
計監理委託

1,382

公園整備工事 19,829

34 北牧楽集館 倉庫・物置

35
社会教育系
施設

小海町高原美
術館

小海町高原美
術館

Ｈ21修繕工事 3,386 空調機修繕費 261
空冷チラーユニッ
ト修繕費

2,430 屋根防水修繕費 363 空調機修繕費 1,712
美術館レストラン
空調機修繕費

138

Ｈ21機械設備修繕
工事

2,100 消防設備修繕費 178
美術館空調整備改
修工事

1,798
温水ヒーター熱交
換器修繕

184
レストラン空調機
修繕費

148 屋上防水修繕工事 508

Ｈ22空調設備改修
工事

1,066
自動扉センサー修
繕費

162 昇降機設備修繕費 701 空調機点検費 45
展示室吹抜部天井
照明修繕費

86

Ｈ22床張替え他工
事

651
美術館展示壁塗装
修繕費

642 空調機修繕費 45
展示室内装修繕工
事代

520

空調機加湿器修繕 210
雨漏れ調査に伴う
工事

362
天井パネル修繕費
として

45

屋根防水脱気筒修
繕工事

184

廊下床修繕費 162

36
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘ
ｴｰｼｮﾝ系施設

小海町総合セ
ンター

屋内ゲート
ボール場

Ｈ22総合センター
修繕工事

1,347 屋根修繕工事費 1,454
屋内ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場雨
漏れ修繕

79

サッシ交換工事費 130

37
親沢区屋内
ゲートボール
場

親沢区屋内
ゲートボール
場

千円単位（税込）

平成29年度 平成30年度平成27年度 平成28年度No 大分類 施設名 建物名

修繕履歴 直近5年間の実績

建設時～平成25年度 平成26年度

 

◆図表 3-14-2 公共施設修繕等履歴調査表 
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工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額

38
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘ
ｴｰｼｮﾝ系施設

松原湖高原ス
ケートセン
ター

管理棟
Ｈ21冷却管改修工
事

13,440
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ・ｽｹｰﾄﾘﾝｸ
修繕工事

7,560 ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ修繕工事 7,916
駐車場防塵塗装工
事

8,640
リンク冷凍管交換
工事

14,626
冷却管修繕工事代
金

16

39 テントハウス
Ｈ22冷却管改修工
事

15,015
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ冷却管等
修繕工事費

1,890
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ修繕工事
設計監理業務費

480
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ計測シス
テム改修工事費

5,875
スケートセンター
修繕工事

14,059
スケートセンター
修繕工事代金

12,204

40 機械棟
Ｈ24テントハウス
結露対策工事設計
管理委託

462
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ修繕工事
設計監理業務費

470
給湯設備、給水設
備修理代

117
給湯ボーラー交換
工事

1,607 リンク修繕工事 1,793
スケートセンター女子

トイレパネルヒーター

修繕
70

41 記録棟
Ｈ24テントハウス
結露対策工事

5,565
冷凍機エンジンオ
イル点検等

577
冷凍機エンジンオ
イル点検等

1,416
冷凍機エンジンメ
ンテナンス代等

1,566
ホッケーリンク巾
木交換工事

1,361
リンク修繕工事施
工監理代金

247

42
トレーニング
棟

ｽｹｰﾄﾘﾝｸ劣化部分改
修工事

9,996
冷却機５号機空冷ｺ
ﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝ交換作業

756
冷却機６号機空冷ｺ
ﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝ交換作業

756
スケートセンター
修繕費

936
冷凍機２機（3・5
号）ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

1,113
冷凍機バルブ修理
代金

184

ｽｹｰﾄﾘﾝｸ劣化部分改
修工事管理業務

700
第1ｶｰﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
施工監理委託料

960
安全保護マットカ
バーほか修繕

338

浄化槽設備修理代 227
冷却管接続部品ほ
か

134

冷凍機エンジンオ
イル点検

499
冷凍機エンジンメンテ

289,000円×2台（1.2号

機）578,000円

1,118

ストーブ修繕 146

43
松原高原コ
テージ１０棟

松原高原コ
テージ１０棟

コテージウッド
デッキ修繕

1,780

コテージ防油堤設
置他工事

971

44 牧場管理棟 牧場管理棟

45
松原高原キャ
ンプ場

センター棟

46
ゴミ置場、水
場、トイレ

47
ゴミ置場、水
場、トイレ

48
ゴミ置場、水
場、トイレ

49
松原高原バー
べキューハウ
ス等

バーベキュー
ハウス

50
パターゴルフ
倉庫

51
北八ヶ岳松原
湖温泉　八峰
の湯

北八ヶ岳松原
湖温泉　八峰
の湯

Ｈ21水風呂洗面台
設置工事

5,985
送湯ポンプ取替工
事

1,318
源泉揚湯ポンプ入
替業務

1,500
源泉揚湯ポンプ取
替え工事

2,063
福祉風呂リフト修
繕代

981 ろ過装置漏水修理 1,109

Ｈ22温泉自動運転
設備

1,513
ボイラー循環ポン
プ交換費用

270 露天風呂修理 540 受水槽増設工事 1,820 製氷機更新代 680 ロビー畳表替え 280

Ｈ23脱衣所ロッ
カー増設

1,029 フライヤー交換他 273
源泉システム機器
購入費

346 浴室煙窓修繕費 605
源泉送湯ポンプ上
部予備配管作製設
置代

623
白駒掛流し浴槽温
度計修繕

275

源泉施設　源泉揚
湯ポンプ修繕費

5,670
岩盤浴サウナヒー
ター修理代

181 循環ポンプ修繕代 254 送湯ポンプ更新費 540
ろ過機フィル
ター・残留塩素計
修繕費

521
温泉ヒノバス修繕
費

158

トイレ床塗装修繕 158
オイルポンプ交換
代

181 送湯管設置代 214
サウナ２室スノコ
取替代

420
温泉配管付水量計
修繕

270
白駒・天狗サウナ
スノコ張り修繕

150

厨房ダクト修繕 158
レストラン改造用
椅子代

156 厨房給湯器交換代 184
残留塩素用セン
サー修繕

304
岩盤浴センサー修
繕（湿度・温度
用）

240
浄化槽脱窒槽ポン
プ修繕

138

有毒ガス検知セン
サー　修繕

156
白駒浴室内換気扇
修繕費

138

可燃性ガス発生警
報器　修繕

139
岩盤浴室内ヒー
ター修繕

114

送湯ポンプ配管
修繕

121
厨房床下下水管破
損修繕

56

52 産業系施設
観光交流拠点
センター

観光交流拠点
センター

観光交流拠点施設
整備工事

87,070
観光交流拠点施設
構工事　精算

12,852

観光交流拠点施設
整備工事　監理業
務

1,956

観光交流拠点施設
外トイレ改修工事

1,685

53
子育て支援
施設

小海保育園 園舎1
Ｈ21風除室改修工
事

4,893
プール2棟・屋根
シート改修費

961
便器10基・ストー
ブ1基交換

1,847
ホールへのエアコ
ン設置

464
プール修繕費(フィ
ルム張替え工事)

670
保育所職員用(温水

ウォシュレット付)便

座交換設備工事
85

54 園舎2 Ｈ22保育所等修繕 4,860
防火シャッター危
害防止装置設置工
事

734
プール給湯器設置
工事

529
事務室ストーブ修
繕

200
大プールろ過循環
器ポンプ交換

657
保育所施設修繕費
(非常用発電機修繕
費)

97

大雪で傷んだ軒天
及びテラス屋根修
理

473
未満児室給湯器交
換・電動水抜き栓
点検等

136
0歳児保育室　流し
設置工事

330
消火用受水槽フ
ロート弁交換修理

160 排煙装置修繕 538

ボイラー交換調整 126
ゆり組ストーブ修
繕・交換

173
保育所玄関スロー
プ補修

144
遊戯室音響施設修
繕

245

職員トイレ水抜き
栓駆動部交換工事

173

千円単位（税込）

直近5年間の実績

平成29年度 平成30年度建設時～平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度No 大分類 施設名 建物名

修繕履歴

 

◆図表 3-14-3 公共施設修繕等履歴調査表 
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工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額

56
子育て支援
施設

小海なかよし
児童館

小海なかよし
児童館

小海児童館カー
ペット張替

135
児童館瓦屋根　雨
漏り修繕工事

242 自動ドア修繕 22 外物置設置工事費 167

壁板工事、外部腰
板塗装工事

210 児童館硝子戸修繕 12
集会室・遊戯室
ストーブ修理

62

57
保健・福祉
施設

やすらぎ園
高齢者福祉施
設

Ｈ21玄関改修工事 5,565 トイレ換気扇修理 32
２階橋鉄部塗装工
事

521
浄化槽清掃汚泥引
抜き料

210 熱交換機取替え 1,890
消防設備・火災通報装置・

ｶﾞｽ漏れ検知器・誘導灯予

備電池修繕

725

ボイラー修理 64
昇降機設備修理工
事

285 ストーブ修繕代 353
浴室照明器具修繕
代

679
デイサービス一般浴槽

タイル貼替え修繕代
119

大雪による雨どい
修理

47
衛生器具修繕（温
水便座設置）工事

238
やすらぎ園給湯設
備修繕代

140
衛生器具修繕（シャワ

－金具交換）（浴槽水

栓修繕）
109

修繕費 297

58 やすらぎの家 老人福祉住宅
やすらぎの家ス
トーブ修繕

108

59
地域包括支援
センター

地域包括支援
センター

60
憩いの広場
「よってけ
や」

憩いの広場
「よってけ
や」

Ｈ21よってけや修
繕工事等

1,998

108 宅老所なごみ 宅老所なごみ
宅老所なごみ建築
工事

49,680

宅老所「なごみ」
建築実施設計委託
料

4,804

61
地域活動支援
センター　ひ
まわり

地域活動支援
センター　ひ
まわり

改修工事設計委託 702

改修工事 15,984

62 保健センター 保健センター 改修工事費 43,200

設計委託料 2,200

改修工事監理業務
委託

790

63 行政系施設 小海町役場 庁舎
Ｈ22庁舎落雪対策
工事

1,201 庁舎落雪対策工事 1,728
役場庁舎冷却塔送
風機修理

583
タイル床清掃機代
金

936
エレベーター経年
劣化部品交換費用

1,435
庁舎電話機設置工
事代金

4,990

Ｈ22庁舎冷熱源機
器修理

397
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ経年劣化部
品交換等

700
議場電球交換代金
ＬＥＤ18個

97
冷却水ポンプ類修
繕費

503
照明器具LED化工事
及び放送設備移設
工事

842
3階サーバー室用エ
アコン修理

706

キャノピーシーリ
ング修繕工事

179 庁舎修繕代金 216
4階水道故障水漏れ
対応作業

42
ロビー相談室設置
のための修繕

324
地域包括支援セン
ター入口ドア取替
え工事

162
庁舎等修繕費用(ｵｲﾙｷﾞ

ﾔﾎﾟﾝﾌﾟ交換及び逆止弁

取付等)
481

役場庁舎加圧給水
ポンプオーバー
ホール

116
庁舎等修繕費用
（オイルポンプ等
交換）

238

庁舎床暖房電動三
方弁漏水修繕工事
費用

81

64

役場　ゴミス
テーション・
倉庫・車庫

洗車場、倉庫電気
工事

216

65
多目的広場
東屋

66
第３分団八那
池班詰所

第３分団八那
池班詰所

詰所改修工事 4,104

67 第１分団詰所 第１分団詰所

68 第２分団詰所 第２分団詰所
詰所シャッター修
繕

194

69
第２分団鎰掛
班詰所

第２分団鎰掛
班詰所

70
第３分団稲子
班詰所

第３分団稲子
班詰所

71 第４分団詰所 第４分団詰所
詰所浄化槽放流ポ
ンプ修繕

86

72 第５分団詰所 第５分団詰所

73
第６分団三区
班詰所

第６分団三区
班詰所

74
第１分団東馬
流班詰所

第１分団東馬
流班詰所

75
第６分団詰所
（川平器具格
納庫）

第６分団詰所
（川平器具格
納庫）

109 南部消防署 南部消防署

76
小海町防災倉
庫

八那池農業集
落排水処理場

修繕履歴 直近5年間の実績

平成29年度 平成30年度建設時～平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度No 大分類 施設名 建物名

千円単位（税込）

 

◆図表 3-14-4 公共施設修繕等履歴調査表 
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工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額 工事内容 金額

77 公園
交流公園東屋
（長湖畔）

交流公園東屋
（長湖畔）

78 水辺公園東屋 水辺公園東屋
松原水辺公園外水
道漏水修理代

103

79
公衆便所（水
辺公園）

公衆便所（水
辺公園）

公衆トイレ洋式化
設備工事

1,048

80
松原総合グラ
ウンド公衆用
トイレ

松原総合グラ
ウンド公衆用
トイレ

公衆トイレ新築工
事費

25,607

公衆トイレ新築工
事　設計監理業務
費

300

公衆トイレ改修工
事

216

81
松原総合グラ
ウンド東屋A棟

松原総合グラ
ウンド東屋A棟

あずまや（A棟）新
築工事

4,536

あずまや新築工事
設計監理業務

600

82
松原総合グラ
ウンド東屋B棟

松原総合グラ
ウンド東屋B棟

あずまや（B棟）新
築工事

2,333

83
北牧楽集館グ
ラウンド用東
屋

北牧楽集館グ
ラウンド用東
屋

84
総合センター
ゲートボール
場トイレ

総合センター
ゲートボール
場トイレ

屋外ゲートボール
場専用トイレ建設
工事

9,698

専用トイレ設計施
工管理委託料

700

85
供給処理施
設

草刈久保ゴミ
ストックヤー
ド

草刈久保ゴミ
ストックヤー
ド

86 その他
小海町農産物
加工直売所

小海町農産物
加工直売所

改修工事設計委託 700
改修工事実施設計
委託

2,299
直売所　冷房設置
費

2,484

直売所改修工事 20,790
直売所　ガス管増
設設置工事費

93

87
小海駅ふれあ
いロビー・セ
ンターホール

ロビー・セン
ターホール

入口ドア修繕代 48

88 旧松原保育園 旧松原保育園

89
旧たかね保育
園

倉庫・その他1

90 倉庫・その他2

91
親沢診療所跡
（望岳荘）

親沢診療所跡
（望岳荘）

95
からまつ林業
センター

公衆便所

96
芳の窪工場団
地

旧千曲電子1

97 旧千曲電子2

98
公衆便所（松
原町町営駐車
場）

公衆便所（松
原町町営駐車
場）

公衆トイレ洋式化
設備工事

1,360

99
公衆便所（神
様の厠）

公衆便所（神
様の厠）

公衆トイレ洋式化
設備工事

1,000

100
公衆便所（稲
子湯）

公衆便所（稲
子湯）

稲子湯公衆トイレ
浄化槽送風機交換

202

101
温泉配湯槽施
設

温泉配湯槽施
設

源泉施設監視用
タッチパネル交換
修繕費

415

102 温泉減圧槽 温泉減圧槽

103 温泉沈殿槽 温泉沈殿槽

104
松原祭事用倉
庫

松原農業集落
排水処理場

105
旧衛生セン
ター車庫棟

旧衛生セン
ター車庫棟

106
JR松原湖公衆
用トイレ

JR松原湖公衆
用トイレ

公衆トイレ設置調
査測量委託料

147
公衆トイレ設置工
事

4,212

公衆トイレ設置事
業の設計監理業務

270

107
東馬流集会施
設横公衆トイ
レ

東馬流集会施
設横公衆トイ
レ

実施設計図書 450

公衆トイレ設置工
事

5,400

公衆トイレ設計監
理業務

100

千円単位（税込）

No 大分類 施設名 建物名

修繕履歴 直近5年間の実績

建設時～平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

 

◆図表 3-14-5 公共施設修繕等履歴調査表 
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44
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46
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20
50

20
52

20
54

20
56

20
58

（億円）

（年度）

10年間 10年間

8.1億円/年

10年間

5.1億円/年

10年間

3.6億円/年

40年間の総額

219億円

5.0億円/年

対象建物

3.8万㎡
106棟

40年間の平均

5.5億円/年

1.6倍

過去の

施設関連経費

3.4億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

４ 今後の維持・更新コスト（従来型） 

公共施設において、建設後 40 年前後（従来型）で建替えを行った場合、今後 40 年間の

コストは 219億円かかると試算されます。これは、直近 5年間の施設関連経費 3.4億円/年

の 1.6 倍になります。大規模改修や耐震補強を実施したとはいえ、築 30 年以上の建物が

25％もあるため、今後 20年の間で長寿命化改修や建替えが必要となり対応策を検討する必

要があります。 

◆図表 3-15 今後の維持・更新コスト（従来型）

コスト算出条件（従来型）

・物価変動率、落札率は考慮しない。

基 準 年 度：令和元（2019）年度（試算期間：基準年の翌年度から 40年間）

改 築：更新周期 40年、工事期間 2年 

実施年数より古い建物の改修を 10年以内に実施 

改築単価 360,000 円/㎡ 

（総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」類型別更新単価平均） 

改築は現在の延床面積と同じものとする。 

大規模改造：実施年数 20年周期、工事期間 1年価変動率、落札率等は考慮しない 

従 来 型

直近５年

の実績
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第４章 公共施設の実態調査 

１ 劣化状況調査 

（１）調査方法 

劣化状況の現地調査は、まず基本情報の整理、修繕履歴調査を行ったうえで、現地にお

いて施設ごとに目視点検を行い、調査結果を劣化調査表に記録するとともに、劣化してい

る部位等は現場写真を撮影しました。 

 

◆図表 4-1 劣化調査表 

 

 

 

 

 

  

年度）

㎡ 地上 2 階 地下 階

1 屋根 □ □ 汚れ ○ 〇 〇

屋上 □ ■ 変退色 ● 〇 〇

□ □ 仕上材剥がれ 〇 〇 〇

■ 勾配屋根（長尺金属板、折板） ■ 錆･錆汁 〇 ● 〇

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 変形･損傷･破損等 〇 〇 ○

□ （ ） ■ 屋内等への漏水 ● 〇 〇

□ （ ） 〇 〇 〇

2 外壁 ■ モルタル等の塗仕上げ ■ 汚れ ● 〇 〇

■ タイル張り、石張り ■ 変退色 ● ○ 〇

■ 金属系パネル □ 仕上材剥がれ 〇 〇 〇

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■ ひび割れ 〇 ● 〇

□ （ ） ■ ﾓﾙﾀﾙ･ﾀｲﾙ等の浮き ● 〇 〇

■ アルミ製サッシ □ 錆･錆汁 〇 〇 〇

□ 鋼製サッシ □ 変形･損傷･破損等 〇 〇 〇

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 屋内等への漏水 〇 〇 〇

□ （ ） 〇 〇 〇

3 内部仕上 □ 老朽改修

□ エコ改修

□ トイレ改修

□ 法令適合

□ 校内ＬＡＮ

□ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

C

H26

H25

H29　トイレ改修事業
H28　耐震補強工事　耐震工事監理業務委託　多目的ホール雨漏り修繕工事
H27　耐震工事設計業務委託　総合センター漏水修繕
H25　改修計画概算見積書作成業務委託

現況劣化度

38

給水管修繕工事

C
総合センター消防設備修繕

調理室給水配管修繕工事H22

H28

H25

評価

指摘事項：床　タイル浮き・仕上げ材剥がれ・摩耗

B

（床・壁・天井） 指摘事項：壁　タイル浮き・漏水痕・ひび割れ

（内部建具）

消防設備点検に伴う危険物看板設置等

総合センター照明設備修繕

（照明器具）

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

（エアコン）等 暖房設備修繕工事

指摘事項：天井　漏水痕

（間仕切等） 指摘事項：建具　損傷・開閉不具合・錆

H29

その他の屋根 　

その他の外壁 　

H26
自動ドア
点検修理

その他

その他

C

外床タイル：ひ
び割れ・浮き
外階段：ひび

割れ・タイル浮
き・汚れ

外階段下：仕
上げ材剥がれ B

アスファルト露出防水

シート防水、塗膜防水

部

分

的

小

規

模

広

範

囲
特記事項 評価

年度 工事内容

アスファルト保護防水

構造種別 RC 延床面積 2,349 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

通し番号 28

施設名 小海町総合センター 学校番号

棟番号 建築年度 昭和55 年度（ 1980

調査日 平成30年10月23日

建物名 総合センター 記入者 ○○　○○

100点100点
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◆図表 4-2-1 現場写真（一部抜粋） 
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◆図表 4-2-2 現場写真（一部抜粋） 
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（２）劣化状況の評価方法 

建物の劣化状況の調査結果を分析・評価し、長寿命化に必要なコストと保全の優先順位

を設定するため、以下のように評価を行い、総合劣化度を算出しました。 

① 評価基準 

評価基準をＡ～Ｄの 4段階としました。 

◆図表 4-3 評価基準 

評価 劣化状況の評価基準 評価点 

Ａ評価 概ね良好 10 点 

Ｂ評価 
局所、部分的に劣化が見られるが、安全上、機能上、
問題なし 

40 点 

Ｃ評価 
随所、広範囲に劣化が見られ、安全上、機能上、低下
の兆しが見られる 

70 点 

Ｄ評価 
随所、広範囲に著しい劣化が見られ、安全上、機能上、
問題があり、早急に対応する必要がある 

100 点 

 

② 部位の重要度係数 

部位により建築物の安全性もしくは機能性に及ぼす影響が異なることから、財団

法人建築保全センター発行の「ライフサイクルコストデータベース（H17 版）」の分

類を参考とし、部位の重要度係数を以下の 3段階としました。 

◆図表 4-4 部位の重要度係数 

部位の重要度の判断基準 重要度係数 

大 特に安全性に関わる部位（躯体、屋上、外壁） 1.00 

中 計画保全が望ましい部位（外部開口部、電気、機械） 0.50 

小 事後保全で良い部位（内部、給排水、その他外部ほか） 0.25 

 

③ 現況劣化度 
総和（各部の劣化状況評価点×部位の重要度係数） 

現況劣化度 ＝  
               評価の対象部位数 

 

④ 総合劣化度 

総合劣化度 ＝ 現況劣化度 ＋ 築年数 

※但し、当該建物に大規模改修履歴がある場合は、15点減じています。 

点数が大きいほど、建物の劣化が進んでいることになります。 

 

⑤ 総合劣化度の推測方法 

劣化状況調査を実施しない建物については、構造別の耐用年数においてＤ評価に

なると仮定し、築年数により劣化度を推測して、総合劣化度を算出しました。推測

した総合劣化度は、（  ）書きで表示しています。  
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２ 構造躯体の健全性の把握 

個別施設計画策定段階においては、今後の維持・更新コストの試算における区分を「試

算上の区分」として設定しています。構造や耐震基準、履歴調査、現地調査等の結果を基

に、長寿命化改修に適さない可能性のある建物を簡易に選別しています。（図表 4-5） 

工事実施段階においては、躯体の詳細な調査結果（コンクリート圧縮強度等）、及び施設

の重要性や利用状況等の観点から総合的に検討した上で「長寿命化」または「改築」を最

終的に判断していくことになります。 

 

◆図表 4-5 試算上の区分 

構造 耐震基準 耐震補強等 試算上の区分 備考 

ＲＣ 

ＳＲＣ 

新 － 長寿命  

旧 
済み 長寿命 ※１ 

未 要調査、改築 耐震補強又は使用不可 

Ｓ 

ＣＢ 

新 － 長寿命  

旧 
済み 長寿命  

未 要調査、改築 耐震補強又は使用不可 

Ｗ 
新 － 

改築 
 

旧 －  

※1 ＲＣ造の場合は、コンクリート圧縮強度 13.5N/㎟以下のもの、Ｓ造の場合は、おおむね 40 年以

上で腐食や劣化の進行が著しいもの、またはこれらの状況が不明な場合は「要調査」となる。 

 

■構造 

ＲＣ ：鉄筋コンクリート造 

ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造 

Ｓ  ：鉄骨造 

ＣＢ ：コンクリートブロック造 

Ｗ  ：木造（軽量鉄骨造、小規模建物等） 

 

■耐震基準 

新耐震基準：昭和 56 年 6月 1日以降の建築確認において適用されている基準をいう。 

旧耐震基準：その前日まで適用されていた基準をいう。 
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1
馬流多目的研
修集会施設

馬流多目的研

修集会施設
その他 その他 W 2 324 1980 S55 39 旧 済 改築 C C B C C 44 68 H28

2 八那池公民館 八那池公民館 その他 その他 W 2 423 1972 S47 47 旧 済 改築 C C B C C 44 76 H29

3 鎰掛公民館 鎰掛公民館 その他 その他 W 2 348 1976 S51 43 旧 済 改築 C C C C C 46 74 H27

4 本間公民館 本間公民館 その他 その他 W 1 362 1977 S52 42 旧 済 改築 B B B C C 32 59 H27

5 本村公民館 本村公民館 その他 その他 W 2 372 1979 S54 40 旧 済 改築 C B B C C 38 63 H26

6
二タ小池集会
施設

二タ小池集会

施設
その他 その他 W 1 181 1979 S54 40 旧 改築 - - - - - - (105)

7 本間川公民館 本間川公民館 その他 その他 W 1 210 1981 S56 38 旧 済 改築 C B B C C 38 61 H28

8 大畑公民館 大畑公民館 その他 その他 W 1 185 1974 S49 45 旧 改築 - - - - - - (110)

9 卒道公民館 卒道公民館 その他 その他 W 1 162 1986 S61 33 新 改築 - - - - - - (79)

10 川平公民館 川平公民館 その他 その他 W 2 307 1987 S62 32 新 改築 - - - - - - (78)

11 宿渡公民館 宿渡公民館 その他 その他 W 1 160 1985 S60 34 新 改築 - - - - - - (80)

12 小海原公民館 小海原公民館 その他 その他 W 1 100 1987 S62 32 新 改築 C C B C C 44 76

13 芦谷公民館 芦谷公民館 その他 その他 W 1 124 1990 H2 29 新 改築 - - - - - - (55)

14
溝ノ原集会施
設

溝ノ原集会施

設
その他 その他 W 1 132 1994 H6 25 新 改築 B B B B B 26 51

15
国際交流センター

（松原集会施設）

国際交流セン

ター（松原集

会施設）

その他 その他 RC 2 909 1994 H6 25 新 長寿命 C B A B B 31 56

16
笠原多目的集
会施設

笠原多目的集

会施設
その他 その他 W 1 148 1980 S55 39 旧 済 改築 C B B C C 38 62 H29

17
親川多目的集
会施設

親川多目的集

会施設
その他 その他 W 1 502 1981 S56 38 旧 済 改築 C C C C C 46 69 H26

18
中村公民館(中村生

活改善センター)

中村公民館(中村

生活改善セン

ター)

その他 その他 W 1 120 1984 S59 35 新 改築 - - - - - - (81)

19 東馬流公民館 東馬流公民館 その他 その他 W 2 355 1993 H5 26 新 改築 C B B C C 38 64

20 土村集会施設 土村集会施設 その他 その他 W 2 499 1995 H7 24 新 改築 C B B B B 32 56

21 箕輪集会場 箕輪集会場 その他 その他 W 1 100 1991 H3 28 新 改築 - - - - - - (54)

22
稲子農事集会
所

稲子農事集会

所
その他 その他 W 2 205 1989 H元 30 新 改築 C B B C C 38 68

23 芦平集会施設 芦平集会施設 その他 その他 W 1 103 1992 H4 27 新 改築 - - - - - - (53)

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。

診断

現
況
劣
化
度

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

通
し
番
号

施設名 建物名

用途区分

構造

機
械
設
備

構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

階数
延床
面積
（㎡）

建築年度

築年
数

電
気
設
備

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

建物基本情報

学校種
別

建物用
途

西暦 和暦 基準

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

 

３ 劣化状況の現地調査結果 

公共施設の劣化状況調査の結果を基に分析・評価を行い、劣化度を算出し、今後の個別

施設計画における優先順位付け等の基礎資料とします。 

結果は、図表 4-6 建物状況一覧表のとおりです。早急に対応する必要があると判定され

た施設は、旧松原保育園で全体的にＤ判定と評価され、総合劣化度は 101でした。 

その他に、推定合劣化度が 100 を超える高い判定になった建物は、二タ小池集会施設、

大畑公民館、牧場管理棟、旧たかね保育園の倉庫・その他 1と倉庫・その他 2、親沢診療所

跡（望岳荘）、旧五箇冬期分室で、いずれも築 40年以上の木造の建物です。 

 

◆図表 4-6-1 建物状況一覧表 
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24 宮下集会場 宮下集会場 その他 その他 W 1 131 1992 H4 27 新 改築 - - - - - - (53)

25 杉尾集会施設 杉尾集会施設 その他 その他 W 1 99 1995 H7 24 新 改築 - - - - - - (50)

26 大州集会施設 大州集会施設 その他 その他 W 1 99 1996 H8 23 新 改築 - - - - - - (49)

27
五箇特産品加
工施設

五箇特産品加

工施設
その他 その他 W 1 148 1988 S63 31 新 改築 - - - - - - (77)

28
小海町総合セ
ンター

総合センター その他 その他 RC 2 2,349 1980 S55 39 旧 済 長寿命 C B B C C 38 62 H28

29
小海町総合セ
ンター

陶芸小屋 その他 その他 S 1 49 1991 H3 28 新 長寿命 - - - - - - (54)

30
音楽堂「ヤル
ヴィホール」

音楽堂「ヤル

ヴィホール」
その他 その他 RC 1 427 1994 H6 25 新 長寿命 B B A B B 25 50

31
親沢の人形三
番叟の舞台

親沢の人形三

番叟の舞台
その他 その他 W 1 142 1985 S60 34 新 改築 - - - - - - (80)

32 北牧楽集館 校舎 その他 その他 RC 3 3,364 1990 H2 29 新 長寿命 B B B C C 32 61

33 北牧楽集館 体育館 その他 体育館 SRC 1 1,129 1990 H2 29 新 長寿命 B B C C C 34 63

34 北牧楽集館 倉庫・物置 その他 その他 S 1 29 1991 H3 28 新 長寿命 - - - - - - (54)

35
小海町高原美
術館

小海町高原美

術館
その他 その他 RC

地上1

地下1
1,583 1997 H9 22 新 長寿命 C B B B B 32 54

36
小海町総合セ
ンター

屋内ゲート

ボール場
その他 その他 W 1 999 1989 H元 30 新 改築 C B B C C 38 68

37
親沢区屋内ゲート
ボール場

親沢区屋内

ゲートボール

場

その他 その他 W 1 564 1999 H11 20 新 改築 - - - - - - (46)

38
松原湖高原ス
ケートセンター

管理棟 その他 その他 W 1 378 1994 H6 25 新 改築 C C B C C 44 69

39
松原湖高原ス
ケートセンター

テントハウス その他 その他 S 1 750 1994 H6 25 新 長寿命 C C B C C 44 69

40
松原湖高原ス
ケートセンター

機械棟 その他 その他 S 1 191 1994 H6 25 新 長寿命 - - - - - - (51)

41
松原湖高原ス
ケートセンター

記録棟 その他 その他 S 1 26 1994 H6 25 新 長寿命 - - - - - - (51)

42
松原湖高原ス
ケートセンター

トレーニング

棟
その他 その他 W 1 154 1996 H8 23 新 改築 - - - - - - (49)

43
松原高原コテージ
１０棟

松原高原コ

テージ１０棟
その他 その他 W 2 729 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

44 牧場管理棟 牧場管理棟 その他 その他 W 1 84 1975 S50 44 旧 改築 - - - - - - (109)

45
松原高原キャ
ンプ場

センター棟 その他 その他 W 1 112 1992 H4 27 新 改築 - - - - - - (53)

46
松原高原キャ
ンプ場

ゴミ置場 その他 その他 W 1 10 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

47
松原高原キャ
ンプ場

水場 その他 その他 W 1 15 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

48
松原高原キャ
ンプ場

トイレ その他 その他 W 1 11 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

49
松原高原バーべ
キューハウス等

バーベキュー

ハウス
その他 その他 W 1 16 1993 H5 26 新 改築 - - - - - - (52)

50
松原高原バーべ
キューハウス等

パターゴルフ

倉庫
その他 その他 W 1 20 1992 H4 27 新 改築 - - - - - - (53)

51
北八ヶ岳松原湖
温泉八峰の湯

北八ヶ岳松原

湖温泉八峰の

湯

その他 その他 RC
地上1

地下1
1,561 2007 H19 12 新 長寿命 B B A B B 25 37

52
観光交流拠点
センター

観光交流拠点

センター
その他 その他 W 1 199 2017 H29 2 新 改築 - - - - - - (9)

53 小海保育園 園舎1 幼稚園 園舎 W 1 1,284 1993 H5 26 新 改築 C B B C C 38 64

54 小海保育園 園舎2 幼稚園 園舎 W 1 562 2000 H12 19 新 改築 B A A B B 19 38

56
小海なかよし児
童館

小海なかよし

児童館
その他 その他 RC 1 326 1997 H9 22 新 長寿命 C C B B B 38 60

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

通
し
番
号

施設名 建物名

用途区分

現
況
劣
化
度

電
気
設
備

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

構造 階数
延床
面積
（㎡）

建築年度

機
械
設
備

学校種
別

建物用
途

西暦 和暦 基準 診断

築年
数

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

 

◆図表 4-6-2 建物状況一覧表 
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57 やすらぎ園
高齢者福祉施

設
その他 その他 RC 2 2,010 1992 H4 27 新 長寿命 C B B C C 38 65

58 やすらぎの家 老人福祉住宅 その他 その他 S 1 279 2001 H13 18 新 長寿命 B B A B B 25 43

59
地域包括支援
センター

地域包括支援

センター
その他 その他 RC 1 271 2001 H13 18 新 長寿命 - - - - - - (44)

60
憩いの広場「よって

けや」

憩いの広場

「よってけや」
その他 その他 W 1 139 2006 H18 13 新 改築 - - - - - - (39)

61
地域活動支援セン

ターひまわり

地域活動支援

センターひま

わり

その他 その他 W 1 263 2001 H13 18 新 改築 B A A B B 19 37

62 保健センター 保健センター その他 その他 RC 1 277 2016 H28 3 新 長寿命 - - - - - - (10)

63 小海町役場 庁舎 その他 その他 SRC 4 4,265 2002 H14 17 新 長寿命 B A A B B 19 36

64 小海町役場
役場ｺﾞﾐｽﾃｰ

ｼｮﾝ・倉庫・車

庫

その他 その他 S 1 87 2005 H17 14 新 長寿命 - - - - - - (40)

65 小海町役場
多目的広場東

屋
その他 その他 W 1 13 2003 H15 16 新 改築 - - - - - - (42)

66
第３分団八那
池班詰所

第３分団八那

池班詰所
その他 その他 W 2 79 2004 H16 15 新 改築 - - - - - - (41)

67 第１分団詰所 第１分団詰所 その他 その他 S 2 119 2000 H12 19 新 長寿命 - - - - - - (45)

68 第２分団詰所 第２分団詰所 その他 その他 W 1 89 2003 H15 16 新 改築 - - - - - - (42)

69
第２分団鎰掛
班詰所

第２分団鎰掛

班詰所
その他 その他 S 2 79 2001 H13 18 新 長寿命 - - - - - - (44)

70
第３分団稲子
班詰所

第３分団稲子

班詰所
その他 その他 W 2 72 1997 H9 22 新 改築 - - - - - - (48)

71 第４分団詰所 第４分団詰所 その他 その他 W 2 137 1996 H8 23 新 改築 - - - - - - (49)

72 第５分団詰所 第５分団詰所 その他 その他 W 2 52 2007 H19 12 新 改築 - - - - - - (38)

73
第６分団三区
班詰所

第６分団三区

班詰所
その他 その他 S 1 85 1999 H11 20 新 長寿命 - - - - - - (46)

74
第１分団東馬
流班詰所

第１分団東馬

流班詰所
その他 その他 S 2 114 1998 H10 21 新 長寿命 - - - - - - (47)

75
第６分団詰所（川平

器具格納庫）

第６分団詰所

（川平器具格

納庫）

その他 その他 W 1 27 2002 H14 17 新 改築 - - - - - - (43)

76
小海町防災倉
庫

小海町防災倉

庫
その他 その他 RC

地上1

地下1
318 1996 H8 23 新 長寿命 - - - - - - (49)

77
交流公園東屋
（長湖畔）

交流公園東屋

（長湖畔）
その他 その他 W 1 10 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

78 水辺公園東屋 水辺公園東屋 その他 その他 W 1 10 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

79
公衆便所（水辺
公園）

公衆便所（水

辺公園）
その他 その他 W 1 16 1994 H6 25 新 改築 - - - - - - (51)

80
松原総合グラウンド

公衆用トイレ

松原総合グラ

ウンド公衆用

トイレ

その他 その他 W 1 65 2014 H26 5 新 改築 - - - - - - (31)

81
松原総合グラウン
ド東屋A棟

松原総合グラ

ウンド東屋A

棟

その他 その他 W 1 31 2014 H26 5 新 改築 - - - - - - (31)

82
松原総合グラウン
ド東屋B棟

松原総合グラ

ウンド東屋B

棟

その他 その他 W 1 13 2014 H26 5 新 改築 - - - - - - (31)

83
北牧楽集館グラ
ウンド用東屋

北牧楽集館グ

ラウンド用東

屋

その他 その他 W 1 66 2015 H27 4 新 改築 - - - - - - (11)

84
総合センターゲート

ボール場トイレ

総合センター

ゲートボール

場トイレ

その他 その他 W 1 17 2017 H29 2 新 改築 - - - - - - (9)

85
草刈久保ゴミス
トックヤード

草刈久保ゴミ

ストックヤード
その他 その他 S 1 68 1995 H7 24 新 長寿命 - - - - - - (50)

86
小海町農産物
加工直売所

小海町農産物

加工直売所
その他 その他 S 1 486 2005 H17 14 新 長寿命 B B A A B 22 36

87
小海駅ふれあいロ

ビー・センターホール

ロビー・セン

ターホール
その他 その他 RC 2 307 1986 S61 33 新 長寿命 - - - - - - (79)

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。

学校種
別

建物用
途

西暦 和暦 基準 診断

現
況
劣
化
度

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

階数
延床
面積
（㎡）

建築年度

築年
数

機
械
設
備

通
し
番
号

施設名 建物名

用途区分

構造

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

 

◆図表 4-6-3 建物状況一覧表 
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基準 2019

88 旧松原保育園 旧松原保育園 その他 その他 W 1 359 1983 S58 36 新 改築 D D D D D 65 101

89
旧たかね保育
園

倉庫・その他1 その他 その他 W 1 455 1967 S42 52 旧 改築 - - - - - - (117)

90
旧たかね保育
園

倉庫・その他2 その他 その他 W 1 44 1977 S52 42 旧 改築 - - - - - - (107)

91
親沢診療所跡
（望岳荘）

親沢診療所跡

（望岳荘）
その他 その他 W 1 90 1965 S40 54 旧 改築 - - - - - - (119)

92
旧五箇冬期分
室

旧五箇冬期分

室
その他 その他 W 1 117 1960 S35 59 旧 改築 - - - - - - (124)

95
からまつ林業セ
ンター

公衆便所 その他 その他 W 1 34 1995 H7 24 新 改築 - - - - - - (50)

96
芳の窪工場団
地

旧千曲電子1 その他 その他 S 1 1,401 1994 H6 25 新 長寿命 - - - - - - (51)

97
芳の窪工場団
地

旧千曲電子2 その他 その他 S 1 69 1994 H6 25 新 長寿命 - - - - - - (51)

98
公衆便所（松原町
町営駐車場）

公衆便所（松

原町町営駐車

場）

その他 その他 W 1 35 1995 H7 24 新 改築 - - - - - - (50)

99
公衆便所（神様
の厠）

公衆便所（神

様の厠）
その他 その他 W 1 29 1991 H3 28 新 改築 - - - - - - (54)

100
公衆便所（稲子
湯）

公衆便所（稲

子湯）
その他 その他 W 1 31 1996 H8 23 新 改築 - - - - - - (49)

101
温泉配湯槽施
設

温泉配湯槽施

設
その他 その他 W 1 41 2005 H17 14 新 改築 - - - - - - (40)

102 温泉減圧槽 温泉減圧槽 その他 その他 W 1 18 2006 H18 13 新 改築 - - - - - - (39)

103 温泉沈殿槽 温泉沈殿槽 その他 その他 W 1 37 2007 H19 12 新 改築 - - - - - - (38)

104
松原祭事用倉
庫

松原祭事用倉

庫
その他 その他 RC 1 293 1991 H3 28 新 長寿命 - - - - - - (54)

105
旧衛生センター
車庫棟

旧衛生セン

ター車庫棟
その他 その他 S 1 48 1994 H6 25 新 長寿命 - - - - - - (51)

106
JR松原湖公衆
用トイレ

JR松原湖公

衆用トイレ
その他 その他 W 1 5 2014 H26 5 新 改築 - - - - - - (31)

107
東馬流集会施設
横公衆トイレ

東馬流集会施

設横公衆トイ

レ

その他 その他 W 1 6 2016 H28 3 新 改築 - - - - - - (10)

108 宅老所なごみ 宅老所なごみ その他 その他 W 1 199 2019 R元 0 新 改築 - - - - - - (7)

109 南部消防署 南部消防署 その他 その他 RC 2 1,404 2010 H22 9 新 長寿命 - - - - - - (35)

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。

学校種
別

建物用
途

西暦 和暦 基準 診断

現
況
劣
化
度

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

階数
延床
面積
（㎡）

建築年度

築年
数

機
械
設
備

通
し
番
号

施設名 建物名

用途区分

構造

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

 

◆図表 4-6-4 建物状況一覧表 
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第５章 公共施設長寿命化計画の基本的な方針等 

１ 公共施設長寿命化計画の基本的な方針 

公共施設を常に健全な状態に保ち、安全安心で快適な環境を維持するためには、施設の

定期的な点検の実施や老朽化や機能の低下が生じる前に予防的な修繕を行うことで、従来

の事後保全での整備と比較して施設を長く使用することができるため、公共施設の長寿命

化を図る上で「計画保全」の考え方を基本方針とします。 

鉄筋コンクリート造等の大規模な施設整備について、改築中心もしくは事後保全の維持

管理（建替え年数 40 年）から、築 20 年程度経過後に機能回復のための予防保全的な改修

等、中間期（40 年など）に長寿命化改修、その後も建物の部位ごとの更新周期を勘案し、

約 20 年スパンで予防保全的な改修を計画的に行うなど、計画保全による建物の長寿命化

（建替え年数 80 年）に切り替え、部位改修を併用した整備を行います。 

 

◆図表 5-1 改築中心から長寿命化への転換のイメージ 
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耐震補強

耐震補強済み

または

耐震診断で耐震性あり

ＲＣ造

コンクリート圧縮強度

13.5N/㎟以下

Ｓ造、Ｗ造等
概ね40年以上で

腐食や劣化の進行が
著しいもの

「要調査」

建物

「改築」として試算「長寿命」として試算

耐震基準

計
画
策
定
段
階

新耐震基準 旧耐震基準

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

躯体の詳細な調査

 

２ 改修等の基本的な方針 

公共施設の長寿命化には次のようなメリットがあります。 

 

① 建替えと比較して構造体（柱や梁）の工事が大幅に減少するため、工事費用の縮減

や工期の短縮を行うことができる。 

② 長寿命化改修への転換により、限られた予算でより多くの施設の安全性を確保しつ

つ、機能の向上を図ることができる。 

③ 建替えと比べて廃棄物排出量や二酸化炭素発生量が減少し、大幅に環境負荷が低減

する。 

 

本町においては、詳細診断の結果、長寿命化改修が可能な公共施設は長寿命化すること

としますが、実際の長寿命化・建替え等にあたっては、ユニバーサルデザインの視点に立

ち、人口・利用者数等の将来見通し、財政状況や各種補助制度を総合的に勘案して決定す

るものとします 

 

◆図表 5-2 長寿命化判定フロー 
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高品質の場合 普通品質の場合 高品質の場合 普通品質の場合

学校・庁舎 Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。60以上

住宅・事務所
・病院

Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。40以上

店舗・旅館
・ホテル

Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。40以上

工   場 Y。40以上 Y。25以上 Y。40以上 Y。25以上 Y。25以上 Y。25以上 Y。25以上

　　　　構造

 用途

鉄筋コンクリート造 鉄骨
鉄筋コンクリート造

鉄骨造

ブロック造
れんが造

木造重量鉄骨
軽量鉄骨

代表値 範囲 下限値

Y。150 150年 120～200年 120年

Y。100 100年 80～120年 80年

Y。60 60年 50～80年 50年

Y。40 40年 30～50年 30年

Y。25 25年 20～30年 20年

Y。15 15年 12～20年 12年

Y。10 10年 8～12年 8年

Y。6 6年 5～8年 5年

Y。3 3年 2～5年 2年

級（Y。）
 目標耐用年数

鉄筋コンクリート造
鉄骨・鉄筋コンクリート造

鉄骨･ブロック造 木造（小規模建物）

８０年 ６０年 ４０年

目標耐用年数

 

３ 目標耐用年数の設定 

目標耐用年数は、日本建築学会「建築物の耐久計画に関する考え方」が提案する算定式

や施設使用の限界年数の考え方を参考に、図表 5-3のとおり設定します。  

なお、学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成 27 年 4 月文部科学省）では、「適

正な維持管理がなされ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合には 70～80 年程

度、さらに、技術的には 100 年以上持たせるような長寿命化も可能である。」とされていま

す。 

 

◆図表 5-3 構造に応じた目標耐用年数 

 

 

 

 

◆図表 5-4 建築全体の望ましい目標耐用年数の級 
（建築物の耐久計画に関する考え方（(社)日本建築学会）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 5-5 目標耐用年数の級の区分の例 
（建築物の耐久計画に関する考え方（(社)日本建築学会）より） 
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築年数 事業区分 工事内容

0 年 新築（改築） 建物の新設

20 年 大規模改造（原状回復等） 内外装・設備の更新

40～45 年 長寿命化改修（機能向上） 内外装・設備の更新 必要に応じて、躯体の改質工事

60～65 年 大規模改造（原状回復等） 内外装・設備の更新

部位・設備等 主な改修工事
同時に措置した方が良い

部位・設備等の例
更新・改修
周期の目安

外 壁
仕上げ改修(塗装、吹付、タイル
補修等)

シーリング、外部建具、笠木、樋、断熱材
15～30 年

仕上げ材による

クラック補修、浮き補修 シーリング、外部建具、笠木 10～15 年

建具改修(サッシ、カーテンウォー
ル等)

シーリング 約 40 年

屋 根 防水改修
排水溝(ルーフドレン)、笠木、屋上手すり、
設備架台、断熱材

20～30 年

電 気 設 備 受変電設備改修 分電盤、変圧機、コンデンサ、幹線 25～30 年

空 調 設 備
冷暖房設備(ファンコイル、空調
機)改修

ポンプ、冷却塔、配管等、屋上防水 15～20 年

熱源改修 配管等 15～20 年

給 排 水 衛 生
設 備

給排水設備改修 ポンプ、受水槽配管、(冷温水管)等 15～30 年

※その他、ストックに対する主な工事として、耐震性能向上、環境性能向上、バリアフリー化等を目的とした

　改修を行う場合も想定されますが、劣化や機能停止への対処として行われる性質のものではないため、本整

　理の対象外としました。ただし、施設の実情等に応じて、これらの改修工事と修繕を同時に行うことも検討

　する必要があります。

 

４ 更新周期 

建物を構成する主要な部位や材質に応じた耐用年数の目安があります。建築物の長寿命

化を図るため、更新周期（年数）は、個別の仕様や材料により異なるため、下表に示すと

おり部位に応じて一定の幅を持たせる方針とします。  

緊急性や重要性等を考慮し、施設本体の長寿命化修繕改修を優先的に実施します。  

また、比較的大規模な修繕工事においては、その工事と関連した部位を同時に措置する

ことが合理的となり、修繕費用の低減を図ることが可能となります。 

 

◆図表 5-6 改修周期と改修内容（例） 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 5-7 主な改修工事と関連部位・機器等の例 
（公共建築の部位・設備の特性等を踏まえた中長期修繕計画策定及び運用のためのマニュアル 

(平成 17 年 6 月)より抜粋） 
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

6.5億円/年

10年間

4.3億円/年

10年間

3.5億円/年5.3億円/年

対象建物
106棟
3.8万㎡

40年間の総額

196億円

40年間の平均

4.9億円/年

1.4倍

過去の

施設関連経費

3.4億円/年

長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 縮減費

５ 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

今後、公共施設の建替えによる費用集中を避け、将来の費用を縮減していくため、長寿

命化により 80年に建物を長寿命化した場合、今後 40年間の維持・更新コストは総額約 196

億円（4.9億円/年）となり、従来の建替え中心の場合（図表 3-15）の 219億円（5.5億円

/年）より総額 23億円（0.6億円/年）、約 11％の縮減となります。 

しかし、直近 5年間の施設関連経費 3.4億円/年の 1.4倍のコストがかかるため、長寿命

化だけでは今後の厳しい財政状況に対応できない状況です。 

このため、将来の人口の減少等を考慮した公共施設の適正配置について検討します。 

◆図表 5-8 今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

 

コスト試算条件（長寿命化型）

・物価変動率、落札率は考慮しない。

基 準 年 度：令和元（2019）年度（試算期間：基準年の翌年度から 40 年間）

改 築：更新周期＜改築、要調査 40 年＞＜長寿命 80 年＞ 

工事期間 2 年、実施年数より古い建物の改修を 10 年以内に実施 

大規模改造：実施年数 20 年周期 

（ただし、改築、長寿命化改修の前後 10 年間に重なる場合は実施しない） 

部 位 修 繕：Ｄ評価 今後 5 年以内に部位修繕を実施 

Ｃ評価 今後 10 年以内に部位修繕を実施 

（ただし、改築、長寿命化改修、大規模改造を今後 10 年以内に実施する場合を除く） 

Ａ評価 今後 10 年以内の長寿命化改修から部位修繕相当額を差し引く 

単 価 設 定：総務省「公共施設等更新費用試算ソフト」類型別更新単価 

長寿命化改修は改築単価の 60％、大規模改造は改築単価の 25％ 

従 来 型

長寿命化型

直近５年

の実績
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第６章 公共施設適正配置に関する基本方針等 

１ 公共施設適正配置の方向性の検討 

人口減少や税収減など社会環境が縮小傾向にある中で、本町では指定管理者制度等を導

入し、民間のノウハウを活用してサービスの向上とコスト削減を図ってきました。  

しかし、大規模な施設もあり維持していくためには一定のコストがかかるため、そのあ

り方については随時見直しが必要になります。特に利用者が少ない施設、利用者が極めて

限定される施設、利用者の受益とコストが見合わない施設などは、優先的に見直しを進め

ていく必要があります。  

さらに前項までの実態調査の結果を踏まえ、総合管理計画で掲げた「公共施設マネジメ

ント に関する基本方針」「民間活力の導入」の方針により、公共施設の総量の適正化（縮

減）を図ると共に、継続して使用していく施設については長寿命化（保全）を行い、地域

のニーズ・住民サービス向上に対応した公共施設の適正配置の方向性を検討していく必要

があります。 

 

２ 適正配置の方向性の考え方 

① 機能面と建物自体の状況を勘案して、適正配置の方向性を検討します。 

② 地域の人口、施設の利用状況等から今後の姿をイメージして適正規模の検討や存続・廃

止の検討を行います。 

③ 公共施設の更新や大規模改修の実施時期に合わせ、施設の適正規模の検討や存続・廃止

の検討、周辺に位置する施設の集約化や複合化を検討し、機能維持を図りながら施設総

量の縮減や規模の適正化を目指します。 

④ 検討の結果、集約化や複合化等ができないときは減築します。 

⑤ 統合・廃止により余剰となった施設については、取り壊しを行い、安全安心の確保や景

観の確保及び維持管理費の削減を図ります。 
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廃止、取壊し
譲渡、貸付

（有効活用）
継続検討

統合、複合化の

検討

指定管理者制度

ＰＰＰ/ＰＦＩ

業務委託

地区管理

利用時間･料金見直し

サービス内容の見直し

個別施設

役場所有、

管理の必要性

長寿命化改修

継 続

（機能、建物）

方向性の検討

取壊し、廃止

民間へ譲渡、

または貸付

（有効活用）

実態調査結果

目的、機能

利用状況

耐用年数

劣化状況

長寿命化の可否

NO

NO

YES

YES

活用

不要

可

改築、減築

不可

NO

 

３ 今後の方向性の考え方 

今後の方向性を考えるにあたっては、下表のフローをもとに検討します。 

 

◆図表 6-1 今後の方向性検討フロー 
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４ 今後の方向性の定義 

ソフト（建物の機能）とハード（建物）の両面から、個別施設について今後の方向性を

検討し、下表のとおり整理します 

 

◆図表 6-2 今後の方向性の定義表 

区 分 項 目 内     容 

機能 

継続 機能を現状のまま継続する 

集約 同一用途の施設を一つの建物に集める 

統合 別々の用途を有する施設を一つの建物に集める 

移転 集約・統合・建物移転により、機能を移転させる 

転用 現用途を廃止し、他用途への転用を行う 

廃止 施設（建物）の現用途の廃止を行う 

継続検討 将来の施設の整備方針を継続検討する 

建物 

継続 建物を現状のまま継続する 

譲渡 建物を「無償」または「有償」で民間に譲渡する 

貸付 建物を「無償」または「有償」で民間に貸付ける 

改築 建物を建替える 

改修 建物に対して大・中規模改修を行う 

集約 同一用途の施設を一つの建物に集める 

複合 別々の用途の施設を一つの建物に集める 

移転 移転して建替える 

減築 建物を改築する際に床面積を減らすこと 

取壊し 用途廃止した施設の建物を解体する 

継続検討 将来の建物の整備方針を継続検討する 
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第７章 基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 

１ 公共施設における改修等の整備水準 

改修等の基本的な方針を踏まえ、施設の安全性の確保、財政負担の軽減、平準化の観点

から、必要に応じ適切な時期に改修を実施し、改修時には必要な整備水準の検討を行いま

す。 

既存の公共施設の劣化状況、建物の性能、使用状況などから、長寿命化改修工事を行う

ことが難しく、大規模改修工事を実施する場合の整備水準は、これまでの改修工事で目標

としてきた、安心・安全に使用を継続できるレベルとします。 

また、部位修繕の整備水準の設定に当たっては、整備水準を高めることでコストが高く

なる一方で、建物性能の向上により、建物寿命の延長、光熱水費の縮減につながることも

あることから、ライフサイクルでのコストを試算し、予算の見通しに応じた水準を設定し

ます。 

今後も、公共施設に求められる性能は高まることから、時代に応じたニーズを施設類型

ごとに把握するとともに、性能の向上に向けた改修工事を実施することとします。 

 

２ 維持管理の項目・手法等 

長寿命化を図るためには、定期的に改修工事を行うだけでなく、日常的、定期的に施設

の点検や清掃、情報管理を行う必要があります。 

日常的、定期的に維持管理を行うことで、建物の劣化状況を詳細に把握でき、より早急

に異常に気付くことができるため、施設に応じた維持、改修内容や時期を計画に反映する

ことができます。 
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（施設管理システムの活用）

点検・清掃

情報管理

維持管理

◎臨時点検
◎診断調査
◎修繕

◎自主点検
◎法定点検
◎清掃
◎性能検査
◎補修・修繕

定 期

◎日常点検
◎清掃

日 常

臨 時

◎図面デジタル化
◎点検結果入力
◎工事履歴作成

 

◆図表 7-1 維持管理の項目・手法例 

 

◆図表 7-2 維持管理の項目 

 

 

 

 

 

  

維持管理 
分    類 

項  目 内     容 頻  度 主 な 担 当 者 

日常的な 
点検 

日常点検 
機器及び設備について、異常の有

無、兆候を発見する。 
毎日 

施設管理者、所管
課 

清掃 清掃 

快適な環境を維持しながら建物の仕

上材や機器の寿命を延ばすため、塵

や汚れを除去する。 

各点検に合わ

せて随時実施 

施設管理者、専門
業者 

定期的な 
点検 

自主点検 

機器及び設備の破損、腐食状況を把

握し、修理・修繕等の保全計画を立て

る。 
1 週、1 ヶ月 

半年、1 年等 

周期を設定 

施設管理者、所管
課 

法定点検 

自主点検では確認できない箇所や、

法的に定められた箇所に関して、専門

業者により点検する。 

専門業者 

臨時的な 
点検 

臨時点検 
日常、定期点検以外に行う臨時点

検。 

故障警報、気象

情報等により、 

随時実施 

施設管理者、所管
課、専門業者 

情報管理 

図面デジタル化 

建築図面をデジタル化・管理し、施設

管理システムに格納し、点検や現状

把握の際に活用する。 

随時 総務課、所管課 

点検結果入力 施設管理システムに点検・工事の履

歴を入力し、各公共施設の現状把握

や計画への反映に活用する。 

各点検に合わ

せて随時実施 
総務課、所管課 

工事履歴作成 
改修・修繕後に

実施 
総務課、所管課 
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方針

策定

実態

把握

１次評価

（ハード面）

建物の劣化状況の調査結果を分析・評価して、総合劣化度を

算出します。

２次評価

（ソフト面）

建物の重要性・有効性・特質性の3項目について、3段階で評

価し、評価点を算出します。（図表8-2）

総合評価 １次評価と２次評価の結果をポートフォリオで可視化します。

課題と今後の

方向性の検討

施設ごとの現状の課題を整理し、優先順位と今後の方向性を

設定します。

計画

策定

中・長期計画 実施時期と対策費用の積算を行い、実施計画を立案します。

個別計画の

決定、実施

実施計画に基づき、住民や議会の合意形成を行い、個別施設

計画を決定し、実施します。

第８章 施設類型別の個別施設計画 

１ 個別施設計画（中・長期計画）について 

中・長期計画は、各施設の実状と課題を踏まえ、公共施設の適正配置、長寿命化、改修

等における基本方針をもとに、施設類型別に今後の対策の方向性や改修・改築の時期など

の内容や推計事業費を年度計画（中・長期計画）に落とし込んだものです。 

公共施設の老朽化、人口減少・少子高齢化による厳しい財政状況、ライフスタイルの多

様化などによる住民ニーズの変化などにより、現状のまま維持していくことはできない状

況です。 

本当に必要か、持続可能かを長期的な視点をもって、この機会に再度見直すことにより、

町民や利用者の方々に安全安心で質の高い施設サービスを提供するとともに、持続可能な

財政運営を目指していきます。 

 
 

２ 優先順位の考え方 

図表 8-1のフローにより優先順位を検討しますが、主な視点は次のとおりです。 

① 安全性･････緊急性、耐震性、長寿命化、障害の排除 

② 機能性･････原状回復、防災・防犯、省エネ 

③ 経済性･････ライフサイクルコストの低減 

④ 代替性･････他に代替えがないもの 

⑤ 社会性･････社会的ニーズ（洋式トイレ、ＬＥＤ、ユニバーサルデザインなど） 

 

◆図表 8-1 優先順位判断と計画策定フロー 
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２次評価は、重要性、有効性、特質性の３つの区分において、各評価項目に該当する項目の数によって、

「３」、「２」、「１」の３段階で評価します。

各区分には、重みづけの係数を設定し、評価点と係数を乗じたものを合計して評価点を算出します。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

区分 評価 係数 評価項目

重要性
 ３：該当項目4～5
 ２：該当項目2～3
 １：該当項目0～1

1.00

法律等により設置が義務付けられている。

この施設が存在しなければ、多くの住民の日常生活に支障が出る。

施策を実現する上で必要不可欠な施設である。

設置目的の社会的要請が、設置当時と同様にある(ほとんど低下していない)。

避難所に指定されている等、災害時に必要な施設である。

有効性
 ３：該当項目4～5
 ２：該当項目2～3
 １：該当項目0～1

0.75

設置目的と現在の利用形態が合致している。

施設設置当時から、稼働率・利用者数が50%以上減少していない。

収入が減少傾向にない。（収入のない施設は非該当）

投票所等にも幅広く活用可能で汎用性の高い施設。

公共性が高い（一部の個人・団体が使っているのではない）。

特質性
 ３：該当項目4～6
 ２：該当項目2～3
 １：該当項目0～1

0.50

建物自体に歴史的、文化的、象徴的価値がある。

他の建物で代替えができない（他の建物では設置目的が達成できない）。

近隣の自治体との広域的な連携ができない。

浸水想定区域・土砂災害警戒区域内には設置されていない。

施設整備に関し、国県補助金、記載の償還などの制約がある。

多くの住民から設置継続を要望されている。

２次評価点＝総和（各区分の評価点×重みづけの係数）

区分の重みづけ係数

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

 

◆図表 8-2 ２次評価（ソフト面）の評価方法 

 

 

 

 

 

  



小海町公共施設個別施設計画 

44 

 

３ 施設類型別の個別施設計画表 

施設類型別の個別施設計画表の記載内容について説明します。 

① 基礎調査表 

建物の基本情報と利用状況等の現状、劣化調査結果（１次評価）とソフト面の評

価（２次評価）の結果を、施設類型ごとの建物ごとに整理しています。 

② 総合評価 

１次評価と２次評価の点数により、ポートフォリオで表したものです。 

１次評価点、２次評価点がともに高い建物は、最も優先順位が高いと判断します。 

③ 中・長期計画 

建物ごとの残存耐用年数、直近の実施計画、適正配置の検討結果、長寿命化する

建物は、20年周期の改修時期、費用を推計しています。 

なお、事業費をすでに個別に算出している場合は、その事業費を費用計上します。 

費用の推計には、文部科学省提供の「エクセルソフト」を使用し、今後、同種、

同規模で更新した場合の必要コストを試算しています。 

 

◆図表 8-3 施設類型別改修・更新単価表 

施設類型別 建替え 長寿命化改修 大規模改造 

文化系施設、社会教育系施設、産業系施

設、行政系施設 
40 万円/㎡ 24.0 万円/㎡ 10.00 万円/㎡ 

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設、保健･福祉施設、 

供給処理施設、その他 
36 万円/㎡ 21.6 万円/㎡ 9.00 万円/㎡ 

子育て支援施設、公園 33 万円/㎡ 19.8 万円/㎡ 8.25 万円/㎡ 

 

④ 主な課題と今後の方向性 

１次評価、２次評価の結果、配置及び現段階で把握している現状の課題を建物ご

とに記載しています。 

公共施設の適正配置の基本方針を踏まえた当該施設の今後の方向性、若しくは適

正配置の方向性の検討結果を記載しています。 

今後、この計画をもとに住民や議会での合意形成を図りながら実施していくこと

になります。具体的な実施計画があるものについては、その旨を記載しています。 

なお、この計画は、人口の変化、社会経済情勢、国の補助制度などの動向により、

柔軟に見直すこととします。 
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４ 公共施設別の実施計画 

 

以下の施設類型別ごとに次頁より実施計画を行います。 

（１）文化系施設 

（２）社会教育系施設 

（３）ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 

（４）産業系施設 

（５）子育て支援施設 

（６）保健・福祉施設 

（７）行政系施設 

（８）公園 

（９）供給処理施設 

（10）その他 
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34

32

29

25

25

建　物　基　本　情　報

築

年

数

39

47

43

42

40

40

38

100.00
S

62

W 1 160.00
S

60

W 1 161.50 33

3 3 6.75

②総合評価

集会施設 RC 2 908.80
H

6

地

区
15

国際交流センター（松

原集会施設）

国際交流セン

ター（松原集

会施設）

豊里 産業建設課

集会施設 有 3

H29 ﾄｲﾚ洋式化工事

H28 改修整備

H27 入口改修工事

長寿命化 56集会施設 有 3

513 3 6.75 H28 納屋増築工事 改築131.66
H

6

地

区
14 溝ノ原集会施設

溝ノ原集会

施設
千代里 総務課 集会施設 W 1

Ｈ22 ﾄｲﾚ改修工事

改築

改築 （55）

有 3

集会施設 W 1 124.21
H

2

地

区
集会施設 無 2 3 3 5.7513 芦谷公民館 芦谷公民館 小海 総務課

763 3 6.75
地

区
集会施設12 小海原公民館

小海原公民

館
小海 総務課 集会施設 W 1

集会施設
H28 ｶｰﾃﾝ､倉庫改修ほか

Ｈ22 ﾄｲﾚ改修工事
改築 （80）集会施設 有 3 3 6.753

改築306.63
S

62

地

区
集会施設 無 232

11 宿渡公民館 宿渡公民館 小海 総務課

（78）3 3 5.75 Ｈ22 ﾄｲﾚ改修工事

地

区

10 川平公民館 川平公民館 小海 総務課 集会施設 W 2

集会施設

改築185.07
S

49

地

区
集会施設 無 2 Ｈ22 ﾄｲﾚ改修工事45

改築 （79）集会施設 無 2 3 3 5.759 卒道公民館 卒道公民館 小海 総務課

（110）3 3 5.75

S

61

地

区

8 大畑公民館 大畑公民館 小海 総務課 集会施設 W 1

集会施設 H28 耐震改修工事1 209.51
S

56

地

区

改築181.37
S

54

地

区
集会施設 無 2

改築 61集会施設 有 3 3 6.7537 本間川公民館
本間川公民

館
千代里 総務課

（105）3 3 5.75

W

6
二タ小池集会施

設

二タ小池集

会施設
豊里 総務課 集会施設 W 1

H28 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

H26 耐震改修工事
集会施設

改築361.68
S

52

地

区
集会施設 有 3 H27 耐震改修工事

371.73
S

54

地

区
改築 63集会施設 有 3 3 3 6.755 本村公民館 本村公民館 小海 総務課

593 3 6.75

W 2

4 本間公民館 本間公民館 千代里 総務課 集会施設 W 1

集会施設
H28 公民館床張替工事等

H27 耐震改修工事
2 347.62

S

51

地

区

改築422.70
S

47

地

区
集会施設 有 3

改築 74集会施設 有 3 3 6.7533 鎰掛公民館 鎰掛公民館 豊里 総務課

763 3 6.75
H29 耐震改修工事，和室改装工

事

W

2 八那池公民館
八那池公民

館
豊里 総務課 集会施設 W 2

集会施設 有 3 3 3 6.75 H28 耐震改修工事 改築W 2 324.00
S

55

地

区
681

馬流多目的研修

集会施設

馬流多目的

研修集会施

設

豊里 総務課 集会施設

現　　　　　　　　　　　　　状

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

No

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

①基礎調査表

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類
階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

集会施設 重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

1.馬流多目的研修集会施設

2.八那池公民館

3.鎰掛公民館

4.本間公民館

5.本村公民館6.二タ小池集会施設

7.本間川公民館

8.大畑公民館 9.卒道公民館

10.川平公民館

11.宿渡公民館

12.小海原公民館

13.芦谷公民館

14.溝ノ原集会施設

15.国際交流センター（松原集会施設）

（１）文化系施設① 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

1 3 0

◇

1 6 9

◇

1 3 9

◇

1 4 5

◇

1 4 9

◇

73

◇

84

◇

74

◇

65

◇

1 2 3

◇

64

◇

40

◇

50

◇

53

● ○

2 1 8 91

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他
残存使用年数

大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0

3
0

2

0

3
1

2

0
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8
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50 4 2 064

15

2 8 4 2 1 4 1 6 9
合

計
911 6 3

鎰掛公民館 鎰掛公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による

④主な課題と今後の方向性

1 4 7 65

番

号
施設名 建物名 主な課題

継続 継続

八那池公民館 八那池公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

今後の方向性

機能 建物

馬流多目的研修

集会施設

馬流多目的研修

集会施設
部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

対策の方向性

本村公民館 本村公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

本間公民館 本間公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

本間川公民館 本間川公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

二タ小池集会施

設

二タ小池集会施

設
旧耐震基準、耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

卒道公民館 卒道公民館 間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

大畑公民館 大畑公民館 旧耐震基準、耐用年数を経過 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 改修

宿渡公民館 宿渡公民館 間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

川平公民館 川平公民館 間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

芦谷公民館 芦谷公民館 間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

小海原公民館 小海原公民館 部位や設備の経年劣化の進行、間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

国際交流センター

（松原集会施設）

国際交流センター

（松原集会施設）
屋根の経年劣化進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

溝ノ原集会施設 溝ノ原集会施設 地元管理団体との協議による 継続 継続

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する
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23

31

59

建　物　基　本　情　報

築

年

数

39

38

35

26

24

28

30

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

集会施設 W 1

集会施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

16
笠原多目的集会

施設

笠原多目的

集会施設
小海 総務課 147.60

S

55

地

区
改築 62集会施設 有 3 3 3 6.75 H29 耐震改修工事

17
親川多目的集会

施設

親川多目的

集会施設
小海 総務課 集会施設 W 1

18
中村公民館(中村生

活改善センター)

中村公民館

(中村生活改

善センター)

小海 総務課

693 3 6.75 H26 耐震改修工事

集会施設 W 1 120.00
S

59

地

区

改築501.83
S

56

地

区
集会施設 有 3

改築 （81）集会施設 無 2 3 3 5.75

19 東馬流公民館
東馬流公民

館
東馬流 総務課 集会施設 W 2

20 土村集会施設
土村集会施

設
小海 総務課

643 3 6.75

集会施設 W 2 498.50
H

7

地

区
改築 56集会施設 有 3 3 3 6.75

改築354.83
H

5

地

区
集会施設 有 3

21 箕輪集会場 箕輪集会場 小海 総務課 集会施設 W 1

H29 照明器具交換

22 稲子農事集会所
稲子農事集

会所
稲子 総務課

3 3 5.75

集会施設 W 2 204.54
H

元

地

区
改築 68集会施設

改築100.00
H

3

地

区
集会施設 無 2 （54）

有 3 3 3 6.75

23 芦平集会施設
芦平集会施

設
稲子 総務課 集会施設 W 1

24 宮下集会場 宮下集会場 千代里 総務課

（53）3

集会施設 W 1 130.84
H

4

地

区
改築 （53）集会施設 無 2 3 3 5.75

27

27

改築102.68
H

4

地

区
集会施設 無 2 3 5.75

25 杉尾集会施設
杉尾集会施

設
豊里 総務課 集会施設 W 1

26 大州集会施設
大州集会施

設
小海 総務課

3 3 5.75

集会施設 W 1 99.37
H

8

地

区
改築 （49）集会施設

改築99.37
H

7

地

区
集会施設 無 2 （50）24

無 2 3 3 5.75

27
五箇特産品加工

施設

五箇特産品

加工施設
千代里 総務課 集会施設 W 1

H30 公民館床改修工事

92 旧五箇冬期分室
旧五箇冬期

分室
千代里 総務課

（77）3 3 5.75

集会施設 W 1 116.76
S

35

地

区
改築 （124）集会施設 無 2 3 3 5.75

改築148.23
S

63

地

区
集会施設 無 2

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

16.笠原多目的集会施設17.親川多目的集会施設

18.中村公民館(中村生活改善センター)

19.東馬流公民館

20.土村集会施設

21.箕輪集会場

22.稲子農事集会所

23.芦平集会施設

24.宮下集会場

25.杉尾集会施設

26.大州集会施設

27.五箇特産品加工施設92.旧五箇冬期分室

（１）文化系施設② 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

59

◇

2 0 1

◇

48

◇

1 4 2

◇

1 9 9

◇

40

◇

82

◇

41

◇

52

◇

40

◇

40

◇

59

■

1

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

92 旧五箇冬期分室 旧五箇冬期分室 旧耐震基準、経年劣化の進行 現状維持で存続を図り、利用可能なところまで使用し、取壊す 廃止 取壊し

五箇特産品加工

施設

五箇特産品加工

施設
間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

大州集会施設 大州集会施設 地元管理団体との協議による 継続 継続

杉尾集会施設 杉尾集会施設 地元管理団体との協議による 継続 継続

宮下集会場 宮下集会場 地元管理団体との協議による 継続 継続

芦平集会施設 芦平集会施設 地元管理団体との協議による 継続 継続

稲子農事集会所 稲子農事集会所 部位や設備の経年劣化の進行、間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

箕輪集会場 箕輪集会場 地元管理団体との協議による 継続 継続

土村集会施設 土村集会施設 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

東馬流公民館 東馬流公民館 部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

中村公民館(中村生活

改善センター)

中村公民館(中村生活

改善センター)
間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する 継続 継続検討

親川多目的集会

施設

親川多目的集会

施設
部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

今後の方向性

機能 建物

笠原多目的集会

施設

笠原多目的集会

施設
部位や設備の経年劣化の進行 地元管理団体との協議による 継続 継続

2 3 9 40 59

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

1 48 59
合

計
82 40 93 1 4 2 2 0 1
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

利用可能なところまで使用し、取壊す

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する

当面現状維持で存続を図り、建替えは地元管理団体の要請により検討する
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

39

28

25

34

29

29

28

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

文化施設 RC 2

文化施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

28
小海町総合セン

ター

総合セン

ター
豊里 生涯学習課 2,349.00

S

55

貸

付
長寿命化 62コミュニティー複合施設 有 3 3 3 6.75

H29 ﾄｲﾚ改修 ／ H28 耐震改修工事，

多目的ﾎｰﾙ雨漏修繕工事 ／ H25 照

明･消防設備修繕

29
小海町総合セン

ター
陶芸小屋 豊里 生涯学習課 文化施設 S 1

30
音楽堂「ヤルヴィ

ホール」

音楽堂「ヤル

ヴィホール」
豊里 生涯学習課

（54）1 2 2.75

文化施設 RC 1 427.00
H

6

直

営

長寿命化48.60
H

3

貸

付
陶芸小屋 無 1

長寿命化 50コンサートホール 無 1 2 2 3.50

31
親沢の人形三番

叟の舞台

親沢の人形

三番叟の舞

台

小海 生涯学習課 文化施設 W 1

H29 ﾄｲﾚ改修

H26 音響･照明設備改修

Ｈ22 ﾀｲﾙ修繕工事

32 北牧楽集館 校舎 豊里 生涯学習課

（80）2 3 5.00

文化施設 RC 3 3,363.50
H

2

直

営
長寿命化 61コミュニティー複合施設 有 3 3 2 6.25

改築142.00
S

60

地

区
伝統芸能舞台 無 2 Ｈ22 舞台屋根修繕工事

33 北牧楽集館 体育館 豊里 生涯学習課 文化施設 SRC 1

H27 改修工事

34 北牧楽集館 倉庫・物置 豊里 生涯学習課

3 2 6.25
H30 床修繕／音響設備修理 ／

H27 改修工事

文化施設 S 1 28.80
H

3

直

営
長寿命化 （54）倉庫・物置

長寿命化1,128.98
H

2

直

営
体育館 有 3 63

無 1 1 2 2.75

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

28.小海町総合センター（総合センター）

29.小海町総合センター（陶芸小屋）

30.音楽堂「ヤルヴィホール」

31.親沢の人形三番叟の舞台

32.北牧楽集館（校舎）33.北牧楽集館（体育館）

34.北牧楽集館（倉庫・物置）

（１）文化系施設③ 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

○

2 3 5

● ◇

12 19

● ○

1 0 2 43

◇

57

● ○

8 0 7 3 3 6

● ○

2 7 1 1 1 3

● ◇

7 12

28

29

30

31

32

33

34 北牧楽集館 倉庫・物置 改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

北牧楽集館 体育館 部位や設備の経年劣化の進行 改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

北牧楽集館 校舎 部位や設備の経年劣化の進行 改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

親沢の人形三番

叟の舞台

親沢の人形三番

叟の舞台
間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図る 継続 継続

機能 建物

小海町総合セン

ター
総合センター 部位や設備の経年劣化の進行 改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

音楽堂「ヤルヴィ

ホール」

音楽堂「ヤルヴィ

ホール」
改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

小海町総合セン

ター
陶芸小屋 改修時は利用・劣化状況により改修規模検討 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

434 4 9 31

今後の方向性

2 3 51 0 7 8 1 9 1 0 257

34

33

32

31

30

29

28

2

0

5
6

2

0

5
7

2

0

5
8

2

0

4
3

2

0

3
2

2

0

3
3

2

0

3
4

2

0

3
5

2

0

3
6

2

0

3
7

2

0

2
6

2

0

2
7

2

0

2
8

2

0

2
9

2

0

3
0

2

0

3
1

2

0

2
0

2

0

2
1

2

0

5
9

2

0

5
0

2

0

5
1

2

0

5
2

2

0

5
3

2

0

5
4

2

0

5
5

2

0

4
4

2

0

4
5

2

0

4
6

2

0

4
7

2

0

2
2

2

0

2
3

2

0

2
4

2

0

2
5

2

0

4
8

2

0

4
9

2

0

3
8

2

0

3
9

2

0

4
0

2

0

4
1

2

0

4
2

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

当面現状維持で存続を図る
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

22

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

博物館等 RC
地上1

地下1

博物館等

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

35
小海町高原美術

館

小海町高原

美術館
豊里 生涯学習課 1,583.22

H

9

直

営
長寿命化 54美術館 無 1 2 2 3.50

H30 屋根防水修繕工事 ／ H29 空調

機修繕 ／ H27 昇降機設備修繕 ／

H21 修繕工事，機械設備修繕

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

35.小海町高原美術館

（２）社会教育系施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ■ ■ ■ ● ○

4 4 4 4 3 8 0 1 5 8

35

機能 建物

小海町高原美術

館

小海町高原美術

館
屋根の経年劣化進行 必要な改修により維持を図る 継続 改修

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

1 5 8

今後の方向性

3 8 04 4 4 4

35

2

0

5
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2
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0
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0

3
3

2

0
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0
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0
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2

0
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2

0

3
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2

0

3
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2

0

2
0

2

0

2
1

2

0

5
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2

0

5
0

2

0

5
1

2

0

5
2

2

0

5
3

2

0

5
4

2

0

5
5

2

0

4
4

2

0

4
5

2

0

4
6

2

0

4
7

2

0

2
2

2

0

2
3

2

0

2
4

2

0

2
5

2

0

4
8

2

0

4
9

2

0

3
8

2

0

3
9

2

0

4
0

2

0

4
1

2

0

4
2

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

劣化・利用状況により長寿命化を検討
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スポーツ施設

建　物　基　本　情　報

築

年

数

30

20

25

25

25

親沢区屋内

ゲートボール

場

小海 生涯学習課 スポーツ施設 W 1

38
松原湖高原スケートセ

ンター
管理棟

999.00
H

元

生涯学習課

H30～26 ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ修繕工事

H30 冷却管修繕工事

H29･26 ﾘﾝｸ修繕工事

H29 ﾘﾝｸ冷却管工事，ﾎｯｹｰﾘﾝｸ

巾木交換工事

H28 給湯ﾎﾞｲﾗｰ交換工事

H24 ﾃﾝﾄﾊｳｽ結露対策工事

H22･21 冷却管改修工事

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類
特

質

性

評

価

長寿命化

可否

現　　　　　　　　　　　　　状

No

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

36
小海町総合セン

ター

屋内ゲート

ボール場
豊里 生涯学習課

有

効

性

ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ 無 2

直

営
2 2 3.50

H30 雨漏修繕

H27 屋根修繕工事

H22 修繕工事

37
親沢区屋内ゲート

ボール場

1 377.61
H

6

直

営
改築 691 3 4.25豊里 生涯学習課

（46）

スポーツ施設 W

スポーツ施設 W 1 ゲートボール場 無 1

改築564.00
H

11

直

営
ゲートボール場 無 1 2 2 3.50

改築 68

39
松原湖高原スケートセ

ンター

テントハウ

ス
豊里 生涯学習課 スポーツ施設 S 1

スポーツ施設 S 1 191.10
H

6

直

営
長寿命化 （51）ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ

長寿命化750.00
H

6

直

営
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ 無 2 691 3 4.25

41
松原湖高原スケートセ

ンター
記録棟 豊里 生涯学習課 スポーツ施設 S 1

40
松原湖高原スケートセ

ンター
機械棟 豊里

42
松原湖高原スケートセ

ンター

トレーニン

グ棟
豊里 生涯学習課

（51）1

スポーツ施設 W 1 154.03
H

8

直

営

無 2 1 3 4.25

改築 （49）ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ 無 2 1 3 4.25

25

23

長寿命化25.92
H

6

直

営
ｽｹｰﾄｾﾝﾀｰ 無 2 3 4.25

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

36.小海町総合センター（屋内ゲートボール場）
37.親沢区屋内ゲートボール場

38.松原湖高原スケートセンター （管理棟）

39.松原湖高原スケートセンター （テントハウス）

40.松原湖高原スケートセンター （機械棟）

41.松原湖高原スケートセンター （記録棟）

42.松原湖高原スケートセンター （トレーニング棟）

（３）スポーツ・レクリエーション系施設① 

 

 

 

 

  



第８章 施設類型別の個別施設計画 

 

55 

△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

3 6 0

◇

2 0 3

◇

1 3 6

● ◇

1 6 2 2 7 0

■ ■ ■ ■ ■ ● ◇

20 50 50 50 50 41 69

● ◇

6 9

◇

55

36

37

38

39

40

41

42
松原湖高原スケー

トセンター
トレーニング棟 必要な改修により維持を図る 継続 継続

松原湖高原スケー

トセンター
記録棟 必要な改修により維持を図る 継続 継続

松原湖高原スケー

トセンター
機械棟 必要な改修により維持を図る 継続 改修

松原湖高原スケー

トセンター
テントハウス 部位や設備の経年劣化の進行 必要な改修により維持を図る 継続 継続

継続

親沢区屋内ゲート

ボール場

親沢区屋内ゲート

ボール場
必要な改修により維持を図る 継続 継続

主な課題 対策の方向性建物名

小海町総合セン

ター

屋内ゲートボー

ル場
部位や設備の経年劣化の進行、間もなく耐用年数を迎える 当面現状維持で存続を図る 継続 継続

松原湖高原スケー

トセンター
管理棟 部位や設備の経年劣化の進行 必要な改修により維持を図る 継続

合

計

今後の方向性

機能 建物

3 4 5

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名

50 50 50 3 4 855 2 0 33 6 020 50

42
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39
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37
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2

0
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2

2

0
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3

2

0

5
4

2

0

5
5

2

0

4
4

2

0

4
5

2

0

4
6

2

0

4
7

2

0

3
1

2

0

2
0

2

0

2
5

2

0

4
2

2

0

2
6

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No
2

0

3
0

2

0

2
7

2

0

2
2

2

0

2
3

2

0

2
4

2

0

2
1

2

0

2
8

2

0

2
9

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

当面現状維持で存続を図る
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

25

44

27

25

25

25

26

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 2

レクリエーション施設・観光施設 ， 保養施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

43
松原高原コテー

ジ１０棟

松原高原コ

テージ１０棟
豊里 産業建設課 729.36

H

6

指

定

管

理

改築 （51）コテージ 無 1 3 2 4.25 H30 ｺﾃｰｼﾞｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ修繕

44 牧場管理棟 牧場管理棟 千代里 産業建設課
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1

45
松原高原キャン

プ場
センター棟 豊里 産業建設課

（109）2 2 3.50

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1 111.79

H

4

指

定

管

理

改築84.00
S

50

直

営
管理棟 無 1

改築 （53）キャンプ場管理棟 無 1 3 2 4.25

46
松原高原キャン

プ場
ゴミ置場 豊里 産業建設課

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1

47
松原高原キャン

プ場
水場 豊里 産業建設課

（51）1 2 2.75

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1 15.00

H

6

指

定

管

理

改築 （51）キャンプ場水場 無 1 1 2 2.75

改築9.90
H

6

指

定

管

理

キャンプ場ゴミ置場 無 1

48
松原高原キャン

プ場
トイ レ 豊里 産業建設課

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1

49
松原高原バーべ

キューハウス等

バーベキュー

ハウス
豊里 産業建設課

1 2 2.75

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1 16.00

H

5

指

定

管

理

改築 （52）バーベキューハウス

改築11.22
H

6

指

定

管

理

キャンプ場トイレ 無 1 （51）

無 1 2 2 3.50

50
松原高原バーべ

キューハウス等

パターゴル

フ倉庫
豊里 産業建設課

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・

観光施設
W 1

51
北八ヶ岳松原湖

温泉　八峰の湯

北八ヶ岳松原

湖温泉　八峰

の湯

豊里 産業建設課

（53）1

保養施設 RC
地上1

地下1
1,561.40

H

19

指

定

管

理

長寿命化 37温泉施設、食事処 無 2 3 2 5.25

27

12

改築20.00
H

4

指

定

管

理

倉庫 無 1 2 2.75

H30 ろ過装置漏水修理 ／ H29 福祉風

呂ﾘﾌﾄ修繕 ／ H28 受水槽増設工事，

浴室煙排煙窓修繕

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

43.松原高原コテージ１０棟

44.牧場管理棟

45.松原高原キャンプ場（センター棟）

46.松原高原キャンプ場（ゴミ置場）

47.松原高原キャンプ場（水場）

48.松原高原キャンプ場（トイレ）

49.松原高原バーべキューハウス等（バーベキューハウス）

50.松原高原バーべキューハウス等（パターゴルフ倉庫）

51.北八ヶ岳松原湖温泉 八峰の湯

（３）スポーツ・レクリエーション系施設② 

 

 

 

 

 

  



第８章 施設類型別の個別施設計画 

 

57 

△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ◇

25 2 6 3

◇

30

■ ◇

35 40

◇

4

◇

5

◇

4

◇

6

◇

7

△ ●

2 0 0 3 3 7

43

44

45

46

47

48

49

50

51
北八ヶ岳松原湖温

泉　八峰の湯

北八ヶ岳松原湖温

泉　八峰の湯
間もなく大規模改造の時期を迎える 必要な改修により維持を図る 継続 改修

松原高原バーべ

キューハウス等
パターゴルフ倉庫 指定管理者との協議による 継続 継続

松原高原バーべ

キューハウス等

バーベキューハ

ウス
指定管理者との協議による 継続 継続

松原高原キャン

プ場
トイレ 指定管理者との協議による 継続 継続

松原高原キャン

プ場
水場 指定管理者との協議による 継続 継続

松原高原キャン

プ場
ゴミ置場 指定管理者との協議による 継続 継続

機能 建物

松原高原コテー

ジ１０棟

松原高原コテー

ジ１０棟
経年劣化の進行 必要な改修により維持を図る 継続 改修

松原高原キャン

プ場
センター棟 必要な改修により維持を図る 継続 改修

牧場管理棟 牧場管理棟 旧耐震基準、経年劣化の振興 当面現状維持で存続を図る 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

3 3 72 6 3

今後の方向性

407 6 1365 25 2 0 0

51

50

49
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44
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0
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0

3
2

2

0

3
3

2

0

3
4

2

0

3
5

2

0

3
6

2

0

3
7

2

0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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2
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2
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0
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4
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

大規模改造

当面現状維持で存続を図る

大規模改造

大規模改造
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

2

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

産業系施設 W 1

産業系施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

52
観光交流拠点セ

ンター

観光交流拠

点センター
千代里 産業建設課 199.43

H

29

指

定

管

理

改築 （9）レストハウス 無 1 3 2 4.25
H29 観光交流拠点施設整備工

事，ﾄｲﾚ改修工事

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

52.観光交流拠点センター

（４）産業系施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ ◇

20 80

52

機能 建物

観光交流拠点セ

ンター

観光交流拠点セ

ンター
指定管理者との協議による 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

80

今後の方向性

20

52
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

 

 

 

 

 

  



小海町公共施設個別施設計画 

60 

建　物　基　本　情　報

築

年

数

26

19

22

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

53 小海保育園 園舎1 小海 子育て支援課

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

No

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造
施設名

２次評価における重みづけ係数

階

数

幼稚園・保育園・こども園 ， 幼児・児童施設

建物名 所在地 所管課 中分類
特

質

性

評

価

長寿命化

可否

現　　　　　　　　　　　　　状

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

児童館 有 3 3 3 6.75
H27 瓦屋根雨漏り修繕工事，外

部腰板塗装工事

3 3 6.75

H29 排煙装置修繕

H27 便器10基･ｽﾄｰﾌﾞ1基交換

H26 防火ｼｬｯﾀｰ危害防止装置設

置工事

H22 保育所等修繕

H21 風除室改修工事

643 3 3 6.75保育園 有
幼稚園・保育園・こ

ども園
W

直

営
改築

60

1,283.68
H

5

RC

改築562.28
H

12

直

営
保育園 有 354 小海保育園 園舎2 小海 子育て支援課

幼稚園・保育園・こ

ども園
W

1

1

56
小海なかよし児童

館

小海なかよ

し児童館
小海 子育て支援課

38

1 325.72
H

9

直

営
長寿命化幼児・児童施設

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

53.小海保育園（園舎1） 54.小海保育園（園舎2）56.小海なかよし児童館

（５）子育て支援施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ◇

11 4 2 4

◇

1 8 6

△ ●

20 64

53

54

56 改修

小海保育園 園舎2 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

主な課題 対策の方向性建物名

小海保育園 園舎1 部位や設備の経年劣化の進行 必要な改修により維持を図る 継続 改修

小海なかよし児

童館

小海なかよし児

童館
屋根・外壁の経年劣化進行 必要な改修により維持を図る 継続

合

計
64

今後の方向性

機能 建物

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名

20 4 2 4 1 8 611
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R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

大規模改造

（20年目）

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数

No

屋根の部位修繕

大規模改造
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

27

18

18

13

18

3

0

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

高齢福祉施設 RC 2

高齢福祉設 ， 障害福祉施設 ， 保健施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

57 やすらぎ園
高齢者福祉

施設
豊里 町民課 2,010.20

H

4

直

営
長寿命化 65高齢者福祉施設 有 3 2 2 5.50

H30 消防設備等修繕 ／ H29 熱交換

機取替 ／ H27 昇降機設備修理工事

／ H21 玄関改修工事

58 やすらぎの家
老人福祉住

宅
豊里 町民課 高齢福祉施設 S 1

59
地域包括支援セ

ンター

地域包括支

援センター
小海 町民課

432 2 4.50

高齢福祉施設 RC 1 271.04
H

13

直

営

長寿命化279.27
H

13

直

営
老人福祉住宅 無 2

長寿命化 （44）障がい者支援施設 無 2 2 2 4.50

60
憩いの広場「よっ

てけや」

憩いの広場

「よってけ

や」

小海 町民課 高齢福祉施設 W 1

61
地域活動支援セ

ンター　ひまわり

地域活動支

援センター

ひまわり

豊里 町民課

（39）2 1 4.00

障害福祉施設 W 1 262.51
H

13

直

営
改築 37障がい者支援施設 無 2 2 2 4.50

改築139.36
H

18

直

営
支援交流施設 無 2 H21 よってけや修繕工事等

62 保健センター
保健セン

ター
豊里 町民課 保健施設 RC 1

H27 改修工事

108 宅老所なごみ
宅老所なご

み
豊里 町民課

2 3 6.00 H28 改修工事

高齢福祉施設 W 1 198.74
R

元

直

営
改築 （7）宅老所

長寿命化276.50
H

28

直

営
健康維持支援施設 無 3 （10）

無 2 2 2 4.50 H30 宅老所なごみ建築工事

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

57.やすらぎ園（高齢者福祉施設）

58.やすらぎの家（老人福祉住宅）59.地域包括支援センター

60.憩いの広場「よってけや」

61.地域活動支援センター ひまわり

62.保健センター

108.宅老所なごみ

（６）保健・福祉施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ △ △ △ ●

25 25 25 25 4 3 4

●

60

●

59

△ ■

84 1

◇

95

△ ●

25 60

△ ◇

18 72

57

58

59

60

61

62

108 宅老所なごみ 宅老所なごみ 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

保健センター 保健センター 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

地域活動支援セン

ター　ひまわり

地域活動支援セン

ター　ひまわり
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

憩いの広場「よってけ

や」

憩いの広場

「よってけや」
利用可能なところまで使用し、取壊す 継続 継続

機能 建物

やすらぎ園 高齢者福祉施設 部位や設備の経年劣化の進行 必要な改修により維持を図る 継続 改修

地域包括支援セ

ンター

地域包括支援セ

ンター
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

やすらぎの家 老人福祉住宅 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

72
合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

602 1 4

今後の方向性

125 18 4 3 41 0 9 25 25 25

108

62

61

60

59

58

57

2

0

5
6

2

0

5
7

2

0

5
8

2

0

4
3

2

0

3
2

2

0

3
3

2

0

3
4

2

0

3
5

2

0

3
6

2

0

3
7

2

0

2
6

2

0

2
7

2

0

2
8

2

0

2
9

2

0

3
0

2

0

3
1

2

0

2
0

2

0

2
1

2

0

5
9

2

0

5
0

2

0

5
1

2

0

5
2

2

0

5
3

2

0

5
4

2

0

5
5

2

0

4
4

2

0

4
5

2

0

4
6

2

0

4
7

2

0

2
2

2

0

2
3

2

0

2
4

2

0

2
5

2

0

4
8

2

0

4
9

2

0

3
8

2

0

3
9

2

0

4
0

2

0

4
1

2

0

4
2

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

大規模改造

利用可能なところまで使用し、取壊す
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②総合評価

（35）3 3

防災倉庫 無 2 1 2 3.75 長寿命化 （49）

長寿命化1,404.04
H

22

直

営
消防署 無 3

76 小海町防災倉庫
小海町防災

倉庫
豊里 町民課

その他行政

施設
RC

地上1

地下1
317.52

H

8

直

営

109 南部消防署 南部消防署 豊里 町民課 消防施設 RC 2 6.75

長寿命化114.27
H

10

貸

付
消防団詰所 無 3 3 6.00

消防施設 W 1 26.50
H

14

貸

付
改築 （43）消防団詰所 無 3 2 3 6.0075

第６分団詰所（川

平器具格納庫）

第６分団詰

所（川平器

具格納庫）

小海 町民課

（47）2

無 3 2 3 6.00

74
第１分団東馬流

班詰所

第１分団東

馬流班詰所
東馬流 町民課 消防施設 S 2

改築52.17
H

19

貸

付
消防団詰所 無 3 （38）12

73
第６分団三区班

詰所

第６分団三

区班詰所
小海 町民課

2 3 6.00

消防施設 S 1 85.29
H

11

貸

付
長寿命化 （46）消防団詰所

72 第５分団詰所
第５分団詰

所
小海 町民課 消防施設 W 2

H27 詰所浄化槽放流ﾎﾟﾝﾌﾟ修繕

改築72.46
H

9

貸

付
消防団詰所 無 3 3 6.00

消防施設 W 2 137.26
H

8

貸

付
改築 （49）消防団詰所 無 3 2 3 6.00

22

2371 第４分団詰所
第４分団詰

所
小海 町民課

（48）2

無 3 2 3 6.00

70
第３分団稲子班

詰所

第３分団稲

子班詰所
稲子 町民課 消防施設 W 2

改築88.61
H

15

貸

付
消防団詰所 無 3 （42）

69
第２分団鎰掛班

詰所

第２分団鎰

掛班詰所
豊里 町民課

2 3 6.00 H27 詰所ｼｬｯﾀｰ修繕

消防施設 S 2 79.49
H

13

貸

付
長寿命化 （44）消防団詰所

68 第２分団詰所
第２分団詰

所
豊里 町民課 消防施設 W 1

改築79.49
H

16

貸

付
消防団詰所 無 3 H28 詰所改修工事

2 119.25
H

12

貸

付
長寿命化 （45）消防団詰所 無 3 2 3 6.0067 第１分団詰所

第１分団詰

所
千代里 町民課

（41）2 3 6.00

消防施設 S

2.75

66
第３分団八那池

班詰所

第３分団八

那池班詰所
豊里 町民課 消防施設 W 2

W 1 12.96
H

15

直

営

長寿命化86.68
H

17

直

営
倉庫 無 1

改築 （42）東屋 無 1 1 265 小海町役場
多目的広場

東屋
豊里 産業建設課

（40）1 2 2.75 H30 洗車場､倉庫電気工事

庁舎等

64 小海町役場
役場　ｺﾞﾐｽ

ﾃｰｼｮﾝ・倉

庫・車庫

豊里 総務課 庁舎等 S 1

行政事務

町議会
有 3 3 3 6.75

H29 LED化工事等，ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ経年劣化

部品交換 ／ H28 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ類修繕

／ H26 庁舎落雪対策工事

4,264.56
H

14

直

営
長寿命化 3663 小海町役場 庁舎 豊里 総務課

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

庁舎等 ， 消防施設 ， その他行政施設

20

21

17

9

23

建　物　基　本　情　報

築

年

数

17

14

16

15

19

16

18

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

庁舎等 SRC 4

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

63.小海町役場（庁舎）

64.小海町役場（役場 ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ・倉庫・車庫）65.小海町役場（多目的広場 東屋）

66.第３分団八那池班詰所

67.第１分団詰所

68.第２分団詰所

69.第２分団鎰掛班詰所

70.第３分団稲子班詰所

71.第４分団詰所

72.第５分団詰所

73.第６分団三区班詰所

74.第１分団東馬流班詰所

75.第６分団詰所（川平器具格納庫）

109.南部消防署

76.小海町防災倉庫

（７）行政系施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ ●

4 2 6 1 0 2 3

●

21

◇

5

◇

32

△ ●

12 29

△ ◇

9 35

△ ●

8 19

◇

29

◇

55

△ ◇

5 21

● ◇

20 34

● ◇

27 46

△ ◇

3 11

△ ●

1 4 0 3 3 7

● ○

76 32

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

109

76

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No
2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

0

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

5

9

2

0

5

0

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

8

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

2

0

2

0

2

1

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

109

1 4 012 8 4 2 9 9 5

76

40 32 211 3 1 29 27 20 29 34
合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

32 4621 3 3 719 1 0 3 4

今後の方向性

機能 建物

小海町役場 庁舎 間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

小海町役場
多目的広場　東

屋
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

小海町役場
役場　ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ・

倉庫・車庫
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

第１分団詰所 第１分団詰所 間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

第３分団八那池

班詰所

第３分団八那池

班詰所
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

第２分団鎰掛班

詰所

第２分団鎰掛班

詰所
間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

第２分団詰所 第２分団詰所 間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

第４分団詰所 第４分団詰所 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

第３分団稲子班

詰所

第３分団稲子班

詰所
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

第６分団三区班

詰所

第６分団三区班

詰所
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

第５分団詰所 第５分団詰所 間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

第６分団詰所（川平

器具格納庫）

第６分団詰所（川平

器具格納庫）
間もなく大規模改造の時期を迎える 計画的に改修を行い維持する 継続 改修

第１分団東馬流

班詰所

第１分団東馬流

班詰所
計画的に改修を行い維持する 継続 継続

小海町防災倉庫 小海町防災倉庫 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

南部消防署 南部消防署 計画的に改修を行い維持する 継続 継続

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

25

25

25

5

5

5

4

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

公園 W 1

公園

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

77
交流公園東屋（長

湖畔）

交流公園東

屋（長湖畔）
豊里 生涯学習課 10.00

H

6

直

営
改築 （51）東屋 無 1 1 1 2.25

78 水辺公園東屋
水辺公園東

屋
豊里 町民課 公園 W 1

79
公衆便所（水辺公

園）

公衆便所

（水辺公園）
豊里 産業建設課

（51）1 1 2.25

公園 W 1 15.50
H

6

直

営

改築10.00
H

6

直

営
東屋 無 1

改築 （51）公衆トイレ 無 1 2 2 3.50

80
松原総合グラウン

ド公衆用トイレ

松原総合グ

ラ ウンド公衆

用トイ レ

豊里 生涯学習課 公園 W 1

H26 公衆ﾄｲﾚ洋式化設備工事

81
松原総合グラウン

ド東屋A棟

松原総合グ

ラ ウンド東屋

A棟

豊里 生涯学習課

（31）2 2 3.50

公園 W 1 31.32
H

26

直

営
改築 （31）東屋 無 1 1 1 2.25

改築65.07
H

26

直

営
公衆トイレ 無 1

H26 公衆ﾄｲﾚ新築工事，改修工

事

82
松原総合グラウン

ド東屋B棟

松原総合グ

ラ ウンド東屋

B棟

豊里 生涯学習課 公園 W 1

H26 あずまや（A棟）新築工事

83
北牧楽集館グラ

ウンド用東屋

北牧楽集館

グラ ウンド用

東屋

東馬流 生涯学習課

1 1 2.25 H26 あずまや（B棟）新築工事

公園 W 1 66.10
H

27

直

営
改築 （11）東屋

改築12.96
H

26

直

営
東屋 無 1 （31）

無 1 1 1 2.25

84
総合センターゲート

ボール場トイレ

総合センター

ゲートボール

場トイ レ

豊里 生涯学習課 公園 W 1 （9）22 改築17.11
H

29

直

営
公衆トイレ 無 1

H29 屋外ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場専用ﾄｲﾚ建

設工事
2 3.50

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

77.交流公園東屋（長湖畔）

78.水辺公園東屋

79.公衆便所（水辺公園）

80.松原総合グラウンド公衆用トイレ

81.松原総合グラウンド東屋A棟

82.松原総合グラウンド東屋B棟

83.北牧楽集館グラウンド用東屋

84.総合センターゲートボール場トイレ

（８）公園 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

3

◇

3

◇

5

△ ◇

5 21

△ ◇

3 10

△ ◇

1 4

△ ◇

5 22

△ ◇

1 6

77

78

79

80

81

82

83

84
総合センターゲート

ボール場トイ レ

総合センターゲート

ボール場トイ レ
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

北牧楽集館グラ ウ

ンド用東屋

北牧楽集館グラ ウ

ンド用東屋
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

松原総合グラ ウン

ド東屋B棟

松原総合グラ ウン

ド東屋B棟
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

松原総合グラ ウン

ド東屋A棟

松原総合グラ ウン

ド東屋A棟
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

松原総合グラ ウン

ド公衆用トイ レ

松原総合グラ ウン

ド公衆用トイ レ
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

機能 建物

交流公園東屋

（長湖畔）

交流公園東屋

（長湖畔）
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

公衆便所（水辺

公園）

公衆便所（水辺

公園）
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

水辺公園東屋 水辺公園東屋 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

35 22 6

今後の方向性

5 120
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

24

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

供給処理施設 S 1

供給処理施設

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

85
草刈久保ゴミス

トックヤード

草刈久保ゴ

ミストック

ヤード

小海 町民課 68.04
H

7

直

営
長寿命化 （50）ごみストックヤード 無 2 1 3 4.25

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

85.草刈久保ゴミストックヤード

（９）供給処理施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

● ◇

15 24

85

機能 建物

草刈久保ゴミス

トックヤード

草刈久保ゴミス

トックヤード
将来的に移転の可能性あり 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

24

今後の方向性

15

85
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

劣化・利用状況により長寿命化を検討
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

14

33

36

52

42

54

24

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

その他 S 1

その他

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

86
小海町農産物加

工直売所

小海町農産

物加工直売

所

豊里 産業建設課 486.36
H

17

指

定

管

理

長寿命化 36農産物加工直売所 無 1 3 2 4.25
H30 直売所冷房設置

H28 直売所改修工事

87
小海駅ふれあいロ

ビー・センターホール

ロビー・セ

ンターホー

ル

小海 総務課 その他 RC 2

88 旧松原保育園
旧松原保育

園
豊里 総務課

（79）2 2 3.50

その他 W 1 359.48
S

58

直

営

長寿命化307.00
S

61

直

営
多目的施設 無 1

改築 101閉園保育園 有 2 1 1 3.25

89 旧たかね保育園
倉庫・その

他1
豊里 総務課 その他 W 1

90 旧たかね保育園
倉庫・その

他2
豊里 総務課

（117）1 1 2.25

その他 W 1 44.00
S

52

貸

付
改築 （107）倉庫 無 1 1 1 2.25

改築455.00
S

42

貸

付
倉庫 無 1

91
親沢診療所跡（望

岳荘）

親沢診療所

跡（望岳荘）
小海 総務課 その他 W 1

95
からまつ林業セン

ター
公衆便所 千代里 産業建設課

1 1 2.25

その他 W 1 33.54
H

7

直

営
改築 （50）公衆トイレ

改築89.91
S

40

地

区
旧診療所 無 1 （119）

無 1 2 2 3.50

96 芳の窪工場団地
旧千曲電子

1
小海 総務課 その他 S 1

97 芳の窪工場団地
旧千曲電子

2
小海 総務課

（51）1

その他 S 1 69.44
H

6

貸

付
長寿命化 （51）倉庫 無 1 1 1 2.25

25

25

長寿命化1,400.74
H

6

貸

付
工場 無 1 1 2.25

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

86.小海町農産物加工直売所
87.小海駅ふれあいロビー・センターホール（ロビー・センターホール）

88.旧松原保育園

89.旧たかね保育園（倉庫・その他1）

90.旧たかね保育園（倉庫・その他2）

91.親沢診療所跡（望岳荘）

95.からまつ林業センター（公衆便所）

96.芳の窪工場団地（旧千曲電子1）

97.芳の窪工場団地（旧千曲電子2）

（10）その他① 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ ●

44 1 0 5

● ○

50 28

■

4

■

5

■

1

■

1

◇

12

● ◇

3 0 3 5 0 4

● ◇

15 25

86

87

88

89

90

91

95

96

97 芳の窪工場団地 旧千曲電子2 貸付相手との協議による 継続 継続

芳の窪工場団地 旧千曲電子1 貸付相手との協議による 継続 継続

からまつ林業セ

ンター
公衆便所 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

親沢診療所跡

（望岳荘）

親沢診療所跡

（望岳荘）
旧耐震基準、経年劣化進行 現状維持で存続を図り、利用可能なところまで使用し、取壊す 廃止 取壊し

旧たかね保育園 倉庫・その他2 旧耐震基準、経年劣化進行 現状維持で存続を図り、利用可能なところまで使用し、取壊す 廃止 取壊し

旧たかね保育園 倉庫・その他1 旧耐震基準、経年劣化進行 現状維持で存続を図り、利用可能なところまで使用し、取壊す 廃止 取壊し

機能 建物

小海町農産物加

工直売所

小海町農産物加

工直売所
間もなく大規模改造の時期を迎える 指定管理者との協議による 継続 改修

旧松原保育園 旧松原保育園 部位や設備の経年劣化の進行、間もなく耐用年数を迎える 現状維持で存続を図り、利用可能なところまで使用し、取壊す 廃止 取壊し

小海駅ふれあいロ

ビー・センターホール

ロビー・センター

ホール
間もなく長寿命改修の時期を迎える 必要な改修により維持を図る 継続 改修

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

5 2 9

今後の方向性

1 0 5 28123 1 87 50 4 44
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③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

劣化状況を踏まえ大規模改造を検討

長寿命化改修

利用可能なところまで使用し、取壊す

利用可能なところまで使用し、取壊す

利用可能なところまで使用し、取壊す

利用可能なところまで使用し、取壊す
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建　物　基　本　情　報

築

年

数

24

28

23

14

13

12

28

施設名 建物名 所在地 所管課 中分類No

その他 W 1

その他

①基礎調査表

重要性 1.00 有効性 0.75 特質性 0.50

２次評価における重みづけ係数

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

ソフト面の評価

(２次評価)

施設整備状況

劣化調査結果

(１次評価)

躯体以外

の総合

劣化度

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

度

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割 重

要

性

有

効

性

特

質

性

評

価

長寿命化

可否

98
公衆便所（松原町

町営駐車場）

公衆便所

（松原町町

営駐車場）

豊里 産業建設課 35.04
H

7

直

営
改築 （50）公衆トイレ 無 1 2 2 3.50 H26 公衆ﾄｲﾚ洋式化設備工事

99
公衆便所（神様の

厠）

公衆便所

（神様の厠）
豊里 産業建設課 その他 W 1

100
公衆便所（稲子

湯）

公衆便所

（稲子湯）
稲子 産業建設課

（54）2 2 3.50 H26 公衆ﾄｲﾚ洋式化設備工事

その他 W 1 30.60
H

8

直

営

改築29.44
H

3

直

営
公衆トイレ 無 1

改築 （49）公衆トイレ 無 1 2 2 3.50

101 温泉配湯槽施設
温泉配湯槽

施設
豊里 産業建設課 その他 W 1

H30 浄化槽送風機交換

102 温泉減圧槽 温泉減圧槽 豊里 産業建設課

（40）2 3 4.00

その他 W 1 18.00
H

18

指

定

管

理

改築 （39）温泉減圧槽 無 1 2 3 4.00

改築41.00
H

17

指

定

管

理

温泉配湯槽施設 無 1
H30 源泉施設監視用ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ交

換修繕

103 温泉沈殿槽 温泉沈殿槽 豊里 産業建設課 その他 W 1

104 松原祭事用倉庫
松原祭事用

倉庫
豊里 総務課

2 3 4.00

その他 RC 1 292.50
H

3

地

区
長寿命化 （54）祭事用倉庫

改築36.96
H

19

指

定

管

理

温泉沈殿槽 無 1 （38）

無 2 2 2 4.50

105
旧衛生センター車

庫棟

旧衛生セン

ター車庫棟
豊里 総務課 その他 S 1

106
JR松原湖公衆用

トイレ

JR松原湖公

衆用トイ レ
豊里 産業建設課

（51）1

その他 W 1 5.31
H

26

直

営
改築 （31）公衆トイレ 無 1 2 2 3.50

25

5

長寿命化47.93
H

6

直

営
車庫 無 1 1 2.25

107
東馬流集会施設

横公衆トイレ

東馬流集会

施設横公衆

トイ レ

東馬流 産業建設課 その他 W 1

H26 公衆ﾄｲﾚ設置工事

2 2 3.50 H28 公衆ﾄｲﾚ設置工事 改築5.85
H

28

直

営
公衆トイレ 無 1 （10）3

②総合評価

改善・複合化検討

廃止又は改善検討

廃止検討

改善・複合化又は継続検討

転用又は改善検討

廃止又は転用検討

継続利用

転用又は継続検討

転用検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

98.公衆便所（松原町町営駐車場）

99.公衆便所（神様の厠）

100.公衆便所（稲子湯）

101.温泉配湯槽施設

102.温泉減圧槽

103.温泉沈殿槽104.松原祭事用倉庫

105.旧衛生センター車庫棟

106.JR松原湖公衆用トイレ

107.東馬流集会施設横公衆トイレ

（10）その他② 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

13

◇

11

◇

11

◇

15

◇

6

◇

13

● ○

63 26

● ◇

10 17

△ ◇

1 2

△ ◇

1 2

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107
東馬流集会施設

横公衆トイレ

東馬流集会施設

横公衆トイレ
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

JR松原湖公衆

用トイレ

JR松原湖公衆

用トイレ
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

旧衛生センター

車庫棟

旧衛生センター

車庫棟
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

松原祭事用倉庫 松原祭事用倉庫 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

温泉沈殿槽 温泉沈殿槽 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

温泉減圧槽 温泉減圧槽 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

温泉配湯槽施設 温泉配湯槽施設 必要な維持・管理を行う。 継続 継続

機能 建物

公衆便所（松原町

町営駐車場）

公衆便所（松原町

町営駐車場）
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

公衆便所（稲子

湯）

公衆便所（稲子

湯）
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

公衆便所（神様

の厠）

公衆便所（神様

の厠）
必要な維持・管理を行う。 継続 継続

合

計

④主な課題と今後の方向性

番

号
施設名 建物名 主な課題 対策の方向性

19 213 26

今後の方向性

15 613 1274 11

107

106

105

104

103

102

101

100

99

98

2

0

5
6

2

0

5
7

2

0

5
8

2

0

4
3

2

0

3
2

2

0

3
3

2

0

3
4

2

0

3
5

2

0

3
6

2

0

3
7

2

0

2
6

2

0

2
7

2

0

2
8

2

0

2
9

2

0

3
0

2

0

3
1

2

0

2
0

2

0

2
1

2

0

5
9

2

0

5
0

2

0

5
1

2

0

5
2

2

0

5
3

2

0

5
4

2

0

5
5

2

0

4
4

2

0

4
5

2

0

4
6

2

0

4
7

2

0

2
2

2

0

2
3

2

0

2
4

2

0

2
5

2

0

4
8

2

0

4
9

2

0

3
8

2

0

3
9

2

0

4
0

2

0

4
1

2

0

4
2

③中・長期計画 ※下段の数字は事業費試算　単位：百万円

残存使用年数
大規模改造

（20年目）

R2－R11 R12－R21 R22－R31 R32－R41

No

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

 

 

 

 

 

  



小海町公共施設個別施設計画 

74 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

20
14

20
16

20
18

20
20

20
22

20
24

20
26

20
28

20
30

20
32

20
34

20
36

20
38

20
40

20
42

20
44

20
46

20
48

20
50

20
52

20
54

20
56

20
58

（億円）

（年度）

10年間 10年間

6.6億円/年

10年間

4.3億円/年

10年間

3.6億円/年3.5億円/年

対象建物
106棟
3.8万㎡

40年間の総額

180億円

40年間の平均

4.5億円/年

1.3倍

過去の

施設関連経費

3.4億円/年

長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 縮減費

５ 今後の維持・更新コスト 

（１）維持・更新コストの削減について

施設類型別の個別施設計画（中・長期計画）における、今後 40年間の維持・更新コスト

を試算すると、総額約 180 億円（4.5億円/年）となり、従来の建替え中心の場合（図表 3-

15）の 219億円（5.5 億円/年）より総額 39億円（1.0億円/年）約 18％の縮減となり、直

近 5年間の施設関連経費の 3.4億円/年よりの 1.3倍になると試算されます。 

長寿命化型での試算（図表 5-8）総額 196億円（4.9億円/年）より総額 16億円（0.4億

円/年）約 8％の縮減となりました。 

◆図表 8-4 今後の維持・更新コスト（中・長期計画）

コスト試算条件（中・長期計画の事業費を集計）

・物価変動率、落札率は考慮しない。

基 準 年 度：令和元（2019）年度（試算期間：基準年の翌年度から 40 年間）

改 築：更新周期 

＜Ｗ造 40 年＞ ＜Ｓ造 60 年＞ ＜ＲＣ造、ＳＲＣ造 80 年＞ 

大規模改造：実施年数 20 年周期 

単 価 設 定：図表 8-3 施設類型別改修・更新単価表 

従 来 型

中･長期計画

直近５年

の実績



第８章 施設類型別の個別施設計画 

 

75 

施設数（棟） 延床面積（㎡） 施設数（棟） 延床面積（㎡）

取壊し 5 1,065.15 1 139.36

貸付 0 0.00 0 0.00

譲渡 0 0.00 0 0.00

計 5 1,065.15 1 139.36

継続検討 8 1,382.27 1 124.21

分類
令和11（2029）年まで 令和12（2030）年以降

 

（２）中・長期計画の進め方 

中・長期計画で検討した結果、令和 11（2029）年度までに取壊しを予定している建物が

5棟、1,065.15㎡、継続を検討している建物が 8棟、1,382.27㎡、令和 12（2030）年度以

降に取壊しを予定している建物が 1棟、139.36 ㎡、継続を検討している建物が 1棟、124.21

㎡です。（図表 8-5） 

本計画策定に当たり、公共施設の適正配置の検討も行いましたが、それぞれに異なる目

的と役割を担っているため、数量の削減は、関係者や地域の理解が必要なため容易ではあ

りません。 

しかし、施設関連経費の増加や第３章で検討したとおり、人口減少の影響は年々大きく

なるものとみられます。このため、本計画の実施に当たっては、特に以下の 3 点に留意す

る必要があります。 

① 継続検討となっている施設については、早期に検討して地域等の意向を十分に踏まえ

ながら方向性を決め、計画的に実行していく。 

② 大規模改修や更新、新築については、総合計画や総合管理計画等と整合を図り、中長

期的な社会情勢とニーズを考慮して、統合や集約、建築面積等について検討を行い、

さらにライフサイクルコストの縮減及び財政負担の平準化を目指していく。 

③ 利用者等の安全、施設の長寿命化を図るために、予防保全の観点から計画的に保守、

修繕、長寿命化改修を進めていく。 

◆図表 8-5 削減検討数量 
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行政系施設

施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

学校教育系施設

施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

保健・福祉施設

施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

行政系施設

運営・管理

運営・管理

保健・福祉施設

運営・管理

維
持
管
理
・
更
新
計
画

施

設

情

報

横
断
的
な
公
共
施
設
管
理

従来 一元化

第９章 継続的運用方針 

１ 情報基盤の整備と活用 

公共施設の点検・診断の結果は、今後の維持管理・更新の基礎資料となる重要な情報で

あるため、記録・保存する必要があります。また、点検・診断後に修繕等を行った場合の

修繕履歴についても、同様に記録することで、効率的な維持管理を行うことが可能となり

ます。 

このため施設管理システムを活用して、施設の基本情報、改修・補修等の工事履歴や劣

化情報等の一元管理を行っていきます。 

また、固定資産台帳や複式簿記による財務書類との連携方法についても検討します。 

 

◆図表 9-1施設管理の一元化（イメージ） 
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２ 財源の確保 

今後、限られた財源の中で実効性を高めるために、公共施設の運営面・活用面などの見

直しを行うなど総合的に検討します。 

また、本計画に位置付けられた事業が対象となる以下の「公共施設等適正管理推進事業

債」等を最大限に活用して実施します。 

【公共施設等適正管理推進事業債】 

① 集約化・複合化事業･･････････････延床面積の減少を伴う集約化・複合化事業 

② 長寿命化事業････････････････････教育施設を含む耐用年数を延伸させる事業 

③ 転用事業････････････････････････他用途への転用事業 

④ 立地適正化事業･･････････････････コンパクトシティの形成に向けた事業 

⑤ 市町村役場機能緊急保全事業･･････耐震化未実施市町村の本庁舎建替え事業等 

⑥ ユニバーサルデザイン化事業･･････ユニバーサルデザイン化のための事業 

⑦ 除却事業 

 

３ 推進体制等の整備 

総務課を中心に、公共施設マネジメントを行っていきますが、必要に応じて公共施設整

備検討委員会（仮称）を設立して、全庁的な体制を構築します。 

また、日常の施設管理の質を向上するため、専門業者による毎月の巡回点検や各種報告

書を活用して不具合箇所の早期把握と対応を図ります。 
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継続的推進

Ｐｌａｎ（計画）

個別施設計画

の立案

Ｃｈｅｃｋ（評価）

実施された

対策の評価

Ｄｏ（実行）

中・長期計画に基づく

対策の実施

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

個別施設計画

の見直し

 

４ フォローアップの実施方針 

「総合管理計画」の更新等に合わせ、本計画の進捗状況等についてＰＤＣＡ（計画・実

行・評価・改善）サイクルを活用するなどし、随時フォローアップを行います。 

なお、事業の進捗状況、劣化調査などの結果を反映しながら、定期的な見直しを実施す

るとともに、国の制度変更や社会経済情勢の変化など、前提となる条件が大きく変わった

時点で、適宜必要な見直しを行うものとします。 

 

◆図表 9-2 ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）サイクル（イメージ） 
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